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１　ガイド作成の目的 

不登校等の子供や保護者への支援に係る情報を一元化して示し、 

保護者と教職員が共有することで、子供や保護者の孤立を防ぎ、 

子供一人一人の状況に応じたきめ細やかな支援につなげることを 

目的としています。 

 

 

２　ガイドの活用方法 

保護者の相談に応じて、本ガイドを見ながら、 

子供へのかかわり方や、学びの場所、方法について、 

保護者と教職員等が一緒に考えるという活用を想定しています。 

 

 

３　電子データ掲載先 

　　電子データは広島県教育委員会のホームページに掲載しています。　　　      

    https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/futoukousoudanguidebook.html 

 

 

 

 

 

不登校等の子供に対し、保護者や教職員など周りの大人がどのようにかかわって

いけばよいのかを一緒に考える際に活用できるガイドブックを作成しました。 

本ガイドでは、子供への声かけのヒントや子供の状況に応じた居場所や相談先を

紹介しています。 

報道提供資料 
令和８年５月15日 

課　名　 個別最適な学び担当 
担当者　 不登校支援センター長　渡邉　美佳 
内　線　 5028 
直通電話 082-513-5028

 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/futoukousoudanguidebook.html


 
 
 
 
 
 

「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」の策定について 

 
 

 

 

 

１　概要 

広島県教育委員会では、令和６年３月に、令和６年度以降の県立高等学校の在り方を

示す「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」（以下「基本計画」と

いう。）を策定したところです。 

この度、基本計画に掲げる「県立高等学校教育の目指す姿」の実現に向け、「今後の

県立高等学校の在り方に係る実施計画」（以下「実施計画」という。）を策定しまし

た。 

 

２　実施計画について 

　　別紙のとおり 

 

３　参考（広島県教育委員会ホームページ） 

　　「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」（令和８年５月 15 日） 

　　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/jissikeikaku.html 

 

　　「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」（令和６年３月 11 日） 

　　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/dainikikeikaku.html

報道提供資料 
令和８年５月15日 

課　名　 教育改革課 
担当者　 主査　山田　利昭 
内　線　 4963 
直通電話 082-513-4963

「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」を策定しました。

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/jissikeikaku.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/dainikikeikaku.html
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令和８年５月 15 日 

広島県教育委員会 
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(1)　計画の趣旨 

広島県教育委員会では、本県全体の教育水準の維持・向上を図り、一人一人が

生涯にわたって主体的に学び続け、多様な人々と協働して新たな価値を創造する

ことのできる人づくりを実現するため、令和６年度以降の県立高等学校の在り方

を示す新たな基本計画である「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第

２期）」（以下「基本計画」という。）を、令和６年３月に策定したところです。 

今後、県内の児童生徒数が減少する中においても、基本計画に掲げる「県立高

等学校教育の目指す姿」を実現するため、「今後の県立高等学校の在り方に係る実

施計画」（以下「本計画」という。）を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)　計画の位置付け 

本計画は、国において令和８年２月 13 日に策定された「高校教育改革に関す

る基本方針（グランドデザイン）～2040 年に向けた「N-E.X.T（ネクスト）ハイ

スクール構想～」（以下「グランドデザイン」という。）」を踏まえ、基本計画に掲

げる「県立高等学校教育の目指す姿」を実現するため、県教育委員会として推進

していく具体的な内容を示すものとして策定するものです。 

 

(3)　計画期間 

本計画の計画期間は、令和８年度から令和 15 年度までの８年間とします。 

なお、本計画の推進に当たっては、グランドデザインを踏まえ、令和 22 年

（2040 年）を見据えて改革を進めることとし、社会の変化や国における教育改革

の動向など、高等学校教育を取り巻く状況などの変化等に応じて、本計画の進捗

状況等を検証し、必要に応じて見直しを行います。 

 

 １ 計画の趣旨等

基本計画に掲げる「県立高等学校教育の目指す姿」 

－ 生徒の学び － 

未来に夢や希望を持ちながら学び、生徒一人一人が、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多

様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り

拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、その資質・能力

を身に付けています。 

－ 県立高等学校教育における人材育成 － 

誰一人取り残さず、全ての生徒の可能性を引き出す教育活動の充実が図

られるとともに、十分な教育効果をあげられる教育環境が整備されており、

様々な分野で地域や広島、日本の成長・発展を担うことのできる人材や、

世界を舞台に活躍できる人材など、多様な人材を育成しています。
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(1)　社会状況の大きな変化と高等学校教育改革の必要性 

令和 22 年（2040 年）には、少子高齢化、生産年齢人口の減少、地方の過疎化が

一層深刻化し、産業構造や社会システムの変化を踏まえた労働力需給ギャップや、

理系人材不足が生じる可能性が指摘されています。 

そうした中で、生徒一人一人が多様な個性や能力を生かして、「自ら問いを立て

る力」や「他者と共に価値を創り出す力」等を身に付け、希望する大学等への進

学や就職等をし、生涯を通じて幸福に暮らしていくことができるよう、 

＜視点１＞　不確実な時代を自立して生きていく主権者として、ＡＩに代替され

ない能力や個性の伸長 

＜視点２＞　我が国や地域の経済・社会の発展を支える人材育成 

＜視点３＞　一人一人の多様な学習ニーズに対応した教育機会・アクセスの確保 

の３つの視点から、更なる高等学校教育改革を進めることが求められています。 

 

＜視点１＞　不確実な時代を自立して生きていく主権者として、ＡＩに代替され

ない能力や個性の伸長 

令和 22 年（2040 年）の社会を見据え、我が国の成長に欠かせないイノベー

ションを創出するために、生徒の「好き」（興味・関心）を育み、「得意」を伸

ばし、多様な経験を積めるようにすることで、生徒一人一人の可能性を広げ能

力を伸ばし、ウェルビーイングの向上を図るとともに、自立した主権者として

の主体性や社会の一員としての市民性を育み、多様な人々と協働しながら様々

な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができるように

することが重要です。 

また、全国に先駆けて「主体的な学び」を促す教育活動を実践してきた本県

においても、ＡＩに代替されない力として、例えば、言語能力、情報活用能力、

問題発見・解決能力や他者と協働する力などの基盤的な力を着実に育成すると

ともに、生徒が学ぶことの意義を実感しながら探究的・実践的な学びを進める

ことが必要不可欠です。 

 

＜視点２＞　我が国や地域の経済・社会の発展を支える人材育成 

労働人口減少､ＡＩ･ＤＸの進展等による産業構造転換に対応するためには､

新たな価値創造や､ＡＩ･ＤＸ等を駆使した生産性向上を実現する産業イノベー

ション人材の育成が急務となっています。 

このため、高等教育機関や産業界等との連携・協働によって、いわゆる理系

人材や、各地域において不足が見込まれる、地域社会・経済を支える、デジタ

ル技術等を活用するエッセンシャルワーカーの他、本県の農林水産業やものづ

くり産業、県土や県民の暮らしと安全を支える職業など、社会や産業界のニー

ズに応じた人材等を育成する観点から、県立高等学校における特色化・魅力化

及びその実現に向けた教育環境の整備を図っていく必要があります。 

 

 

 

 ２ 基本的な考え方
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＜視点３＞　一人一人の多様な学習ニーズに対応した教育機会・アクセスの確保 

高等学校においては、多様で質の高い学びを保障し、誰一人取り残さず、全

ての生徒の可能性を最大限引き出すことにより、様々な場で生徒の夢を実現す

ることができるよう、生徒の地理的アクセスの確保を図ることに留意しつつ、

本県の実情等に応じた学校配置・規模の適正化を進めることが必要です。 

また、これから高校生となる義務教育段階の子供たちの中にも、不登校児童

生徒、特別な教育的支援を必要とする児童生徒、日本語指導が必要な児童生徒

が増加している現状や、通信制課程に在籍する生徒数も近年増加している状況

を踏まえ、本県の県立高等学校のいずれの課程にあっても、柔軟で質の高い学

びの選択肢を確保していくことが重要となっています。 

 

また、少子高齢化や人口減少といった課題に直面している本県が、社会全体で

課題を解決する構造へと変化を遂げ、持続的に発展する社会を実現するために、

専門高校の機能強化・高度化、普通科改革※1 を通じた特色化・魅力化、地理的ア

クセス・多様な学びの確保を通じた高等学校教育の転換により、高等学校が生涯

にわたって活躍できる人材を育成し、地域社会においてイノベーションを起こす

力を底上げする起点としての役割を果たすことも求められています。 

 

(2)　県立高等学校を取り巻く現状 

①　少子化の進展に伴う、生徒数の減少 

中学校３年生在籍者数は、昭和 63 年度の第２次ベビーブームのピーク

（48,780 人）から減少し続け、令和５年度にはピーク時の約半数（25,234 人）

となっています。今後も減少は続き、本計画の最終年度の令和 15 年度には、ピ

ーク時の約４割（21,077 人）となる見込みです。 

また、令和６年の本県における出生数は、15,765 人であり、さらなる減少が

見込まれています。 

 

②　教職員定数の減少に伴い、学校再編が不可避 

高等学校の生徒数が減少すると、教職員定数も減少します。教職員が少なく

なると、例えば、多様な科目の設置が難しくなるなど、生徒に必要な教育環境

を維持することが困難になります。 

そのため、本県の教育環境を維持していくためには、急激な生徒減少期を迎

える前の余力があるうちに、これからの社会に求められる高等学校の在り方を

見据え、学校統合などの再編整備をしていくことが避けられない状況です。 

 

③　高校無償化の影響 

いわゆる高校無償化※2 の影響などにより、私立高等学校の多くが所在する都

市部を中心として、私学志向が高まっている状況があります。 

 

 ※1 「普通科改革」とは、「普通教育を主とする学科」の弾力化のこと。設置者の判断により、普通教育を主とす

る学科として「普通科」以外の新学科が設置可能となった。 
※2　高校無償化とは、令和８年度から、国公私立の高校や高等専門学校、専修学校（高等課程）などに通う学生

を対象に、授業料を支援する「高等学校等就学支援金制度」の拡充（収入要件の撤廃）により、全ての家庭で

高校の授業料が実質無償化されること。

－ 3 －
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④　国における高等学校教育改革 

令和 22 年（2040 年）には、エッセンシャルワーカーやいわゆる理系人材が

不足することなどが懸念される中にあって、国においては、高校無償化による

影響が生じる公立高等学校等への支援の拡充を図るため、グランドデザインを

策定し、「ＡＩに代替されない能力や個性の伸長」「社会・経済の発展を支える

人材育成」「多様な学習ニーズに対応した教育機会・アクセスの確保」に向け、

都道府県の取組に対し、財政的支援を講じることとされています。 

 

(3)　県立高等学校が果たすべき役割 

県立高等学校には、今後の少子化の進展に伴い、生徒が減少する中にあっても、

高等学校教育の普及及び機会均等の確保の観点から、県内各地域にバランスよく

配置するなど、全県的な視野に立って教育を提供することが求められています。 

また、県立高等学校は、私立、市立及び国立高等学校と協力しあいながら役割

分担を図り、本県全体の教育水準の維持・向上に努めることが求められています。 

さらに、社会の変化により、ＡＩ等のデジタル技術を活用して、ものづくり等

の地域産業の持続的な成長を牽引する専門人材（産業イノベーション人材やエッ

センシャルワーカー等）や、地域に愛着をもって人の暮らしと安全を支え地域の

持続的な発展を支える人材の育成など、県立高等学校に求められるニーズも多様

化していることから、少子化が進展する中にあっても多様な体験・学びができる

よう学校の特色化・魅力化を図り、様々なニーズに応えられる教育環境を整備す

ることが必要です。 
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(4)　再編整備の方向性 

①　都市部（中山間地域以外の地域） 

少子化が進展する中にあっても、生徒が授業等において一定の選択幅を持つ

ことができ、集団の中で切磋琢磨しながら多様な体験・学びができる環境を整

えるため、令和 15 年度時点で基本とする学級数※3 を下回ることが見込まれる

学校について、近隣校との統合など、統廃合を進めます。 

なお、統廃合の検討対象とした学校のうち、令和７年度時点で入学定員が基

本とする学級数を満たしている学校については、その学校が所在する市町が生

徒数の確保に向けた取組（中学校における進路指導の充実、地域や地元企業等

と連携した教育活動の充実等）を実施する場合は、その成果を検証した上で改

めて検討します。 
また、統合の実施に当たっては、地域のニーズや生徒・保護者の希望等に応

えることができるよう学科を再編するなど、学校の特色化・魅力化を図り、新

たな教育活動を実現するために施設の改修・改築を優先的に実施します。 
 

②　中山間地域 

中山間地域※4 の学校については、高等学校教育の機会均等の確保の観点から、

本計画における統廃合の対象とはしません※5。 

 

(5)　統合校の特色化・魅力化 

統合校においては、高校教育改革に係る国の財源も活用しながら、教育資源の

集中により、次の①～③をはじめとした機能強化を図ります。 

 

①　学科の枠を越え、総合的に学ぶことのできる複数の学科を有した学校の設置 

地域産業界や高等教育機関等と連携しながら専門性の高い学びを行うととも

に、学科横断的な学びにより、多様な他者と協働して、実社会の課題を解決す

る力を総合的に身に付ける総合型高等学校を設置します。 

②　大学や企業等と連携し、実社会における課題について探究することで、創造

性、協調性、社会参画意識を持った人材を育成する学科の設置 

いわゆる普通科改革の枠組みの中で、文理横断的な学びにより、実社会の抱

える様々な課題の解決に向けて探究するなどの新しいカリキュラムを展開し、

生徒の興味・関心に応じた質の高い探究的な学びを実現するために、県内の大

学等との連携を強化した「新しい普通科（仮称）」を設置します。 

③　生徒一人一人の実態や学習ニーズに応じた教育活動を実施する学校の整備 

様々な分野に興味・関心がある生徒、多様な文化的背景をもつ生徒、学びづ

らさを感じている生徒など、多様な生徒のニーズに応えるために、生徒が学ぶ

方法、時間、場所などを柔軟に調整できるフレキシブルな学びを提供する学校

を設置します。 

 

 ※3　中山間地域以外の地域（都市部）は、１学年４～８学級の範囲内を基本とする。 
※4　「中山間地域」とは、県の中山間地域振興条例（平成 25 年広島県条例第 44 号）第２条第１項に規定された

地域のこと。 
※5　１学年１学級規模校（都市部に立地するものを含む）については、基本計画に示す再編整備の検討基準に従

う。
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(6)　学科改編等による特色化・魅力化 

統合校以外の学校においても、高校教育改革に係る国の財源も活用しながら、

次の①～③をはじめとした特色化・魅力化を図ります。 

 

①　技術革新など新しいニーズに対応する専門学科の整備 

ＡＩ等の新技術への対応力など、これからの時代に必要な力を育成する新た

な学科を設置します。 

 

②　地域産業界と連携した総合学科の設置 

多様なキャリア志向の生徒が、地域産業界と連携して、最先端の技術に触れ

ながら探究する実践的・体験的な学びを通して、多様な価値観に触れながら自

身のキャリアについて考え、幅広い進路選択ができる総合学科を設置します。 

 

 大学科 小学科 教育内容

 

農業 先端生産創造科（仮称）

高等教育機関や産業界と連携して、ＩＣＴ、Ａ

Ｉ等の先端技術により、次世代の農業の形を実

現するスマート農業など、実践的な知識・技術

を身に付けていく専門的な学び

 

工業

ロボット工学科（仮称）

ロボットやモビリティに関わる基礎技術とＡ

Ｉ等に関わる先端技術など、自動化機器の制御

に関わる知識・技術を身に付けていく専門的な

学び

 

デザイン工学科（仮称）

建築・インテリア等の設計に関わる伝統技術と

３Ｄデジタルデザイン等の先端技術を融合さ

せて、新たな価値を創出していくための知識・

技術を身に付けていく専門的な学び

 

家庭 生活共創科（仮称）

変化し続けるライフスタイルに着目し、衣・

食・住・保育・福祉・消費生活・環境の領域を

横断して、生活の質の向上に寄与する力を身に

付けていく専門的な学び

 

情報 情報科学科（仮称）

企業や高等教育機関等と協働して、ＡＩ等のデ

ジタルの成長分野で求められる情報技術を活

用する力を身に付けていく専門的な学び

 

理数 サイエンス科（仮称）

大学・産業界等と連携した共同研究を通して、

最先端科学技術を用いた観察・実験や文理横断

的な領域も含めた科学的な課題研究を行い、幅

広い教養と科学的思考力を身に付けていく専

門的な学び

 

体育 スポーツ科学科（仮称）

競技力を向上するとともに、専門競技の選手育

成を支える専門家や指導者に求められるデー

タを科学的に分析し、パフォーマンス向上に活

用する力を身に付けていく専門的な学び
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③　入学者選抜の工夫 

学校の活力維持が特に求められる学校（専門教育を主とする学科、中高一貫

教育校等）については、それぞれの特色に応じた入学者選抜を実施します。 

また、学校の活性化を図るために、全国からの生徒募集が可能な学校の拡大

を検討します。 

 

〔専門教育を主とする学科等〕 

※新設する情報科、理数科については、募集年度より実施 

 

〔併設型中学校・高等学校〕 

※広島叡智学園中・高は高校段階においては、外国人生徒等のみ選抜を行うため対象外 

 

 

なお、本計画で再編整備の対象としない学校においても、学校の特色化・魅力化に

向け、教育環境や教育内容（産業教育や理数系教育等）の充実を図っていきます。 

とりわけ、中山間地域の学校においては、生徒が減少する中にあっても、活力ある

教育活動が維持できるよう、学校の特色づくり等による活性化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 
対象学科 内容

実施 

年度

 農業科 

工業科 

商業科 

家庭科 

看護科 

福祉科 

体育科 

国際科 

普通科（理数コース） 

普通科（国際教養コース） 

普通科（医療・教職コース）

選抜日程の前倒し（定員の一部のみ） 

一次選抜より早い日程で、特色枠によ

る選抜の一部として、学校独自検査等に

よる選抜を実施

Ｒ９

 
対象校 内容

実施 

年度

 広島中・高 

三次中・高

高等学校の選抜日程の前倒し 

一次選抜より早い日程で、学力検査等

による選抜を実施
Ｒ８
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【
参
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係
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設
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㎡
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R
5
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0
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通
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5
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年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

昭
和

6
3
年

度
）

は
９

学
級

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
令

和
７

年
度

は
５

学
級

と
な

っ
て

い
　

る
。

○
　

令
和

1
5
年

度
の

入
学

者
は

1
5
5
人

（
3
.
9
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
施

設
に

つ
い

て
、

2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
５

棟
中

、
２

棟
が

築
4
0
年

を
超

過
し

て
い

る
。

校
名

所
在

地
創

立
課

程
令

和
７

年
度

学
科

（
入

学
定

員
）

校
名

校
地

課
程

学
科

（
入

学
定

員
）

未
定

海
田

高
等

学
校

（
安

芸
郡

海
田

町
つ

く
も

町
1
-
6
0
）

全
日

制

新
し

い
普

通
科

（
仮

称
）

（
2
4
0
人

）
生

活
共

創
科

（
仮

称
）

（
8
0
人

）

8
3
2
0
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【
参

考
】

関
係

校
の

主
な

施
設

の
状

況

校
名

主
な

施
設

校
名

主
な

施
設

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内

外
部

改
修

年
度

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内

外
部

改
修

年
度

管
理

教
室

棟
2
2
7
5
㎡

S
4
1

H
1
1

管
理

教
室

棟
4
2
8
0
㎡

S
6
0

特
別

教
室

棟
1
5
9
2
㎡

S
4
3

H
5

管
理

教
室

棟
1
8
1
1
㎡

S
6
1

R
6

屋
内

運
動

場
棟

1
5
2
7
㎡

S
5
9

特
別

教
室

棟
1
4
8
5
㎡

S
6
1

武
道

場
1
2
1
8
㎡

H
2
7

屋
内

運
動

場
棟

1
2
2
4
㎡

S
6
0

普
通

教
室

棟
1
2
1
3
㎡

H
2
3

武
道

場
5
7
2
㎡

S
6
2

特
別

教
室

棟
1
1
5
2
㎡

S
5
1

セ
ミ

ナ
ー

ハ
ウ

ス
1
0
4
8
㎡

H
4

特
別

教
室

棟
8
2
0
㎡

S
4
6

H
5

新
し

い
学

校
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

学
科

の
枠

を
越

え
て

協
働

的
に

探
究

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
を

通
し

て
、

多
様

な
進

路
を

実
現

す
る

こ
と

で
、

　
地

域
社

会
の

課
題

解
決

に
貢

献
で

き
る

人
材

の
育

成
を

目
指

す
○

　
新

し
い

普
通

科
と

生
活

共
創

科
を

併
置

し
、

地
域

産
業

界
等

と
連

携
し

て
、

　
実

社
会

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

総
合

的
に

身
に

付
け

て
い

く
学

び
○

　
県

下
最

大
級

の
学

校
規

模
の

メ
リ

ッ
ト

を
最

大
限

に
活

か
し

た
、

活
発

な
学

校
行

事
や

部
活

動
○

　
情

報
機

器
や

グ
ル

ー
プ

学
習

用
の

設
備

を
備

え
た

開
放

的
な

学
習

空
間

（
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

）
と

　
地

域
の

多
様

な
主

体
と

の
積

極
的

な
交

流
の

た
め

の
地

域
交

流
ス

ペ
ー

ス
の

整
備

○
　

大
学

や
地

域
産

業
界

等
と

の
連

携
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
教

員
等

、
教

職
員

配
置

の
充

実
○

　
校

名
や

施
設

・
設

備
等

に
つ

い
て

は
、

地
元

自
治

体
の

意
向

を
踏

ま
え

て
検

討

＜
新

し
い

普
通

科
＞

○
　

大
学

や
企

業
等

と
連

携
し

て
、

リ
ア

ル
を

追
究

す
る

質
の

高
い

探
究

的
な

学
び

○
　

文
理

横
断

的
な

学
び

に
よ

り
、

実
社

会
の

抱
え

る
様

々
な

課
題

解
決

に
向

け
て

探
究

す
る

な
ど

の
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

　
（

大
学

教
育

へ
の

円
滑

な
移

行
を

図
る

高
大

接
続

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
単

位
制

に
よ

る
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

の
時

間
割

等
）

＜
多

様
な

進
路

選
択

へ
の

対
応

＞
○

　
発

展
的

な
学

び
を

求
め

て
い

る
生

徒
や

、
学

び
の

基
礎

を
し

っ
か

り
と

身
に

付
け

た
い

生
徒

な
ど

、
　

個
々

の
生

徒
の

進
路

選
択

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
学

び
の

提
供

海
田

安
芸

南
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【
大
学
や
企
業
等
と
連
携
し
、
実
社
会
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
探
究
す
る
こ
と
で
、
創
造
性
、
協
調
性
、
社
会
参
画
意
識
を
持
っ

た
人

材
を

育
成

す
る

学
科

の
設

置
】

竹
原

高
等

学
校

、
忠

海
高

等
学

校
の

統
合

に
つ

い
て

（
1
）

　
現

状
と

今
後

の
見

込
み

学
級

数
ピ

ー
ク

時
（

S
4
5
以

降
）

令
和

７
年

度
令

和
1
5
年

度
（

見
込

み
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）
生

徒
数

（
人

）
学

級
数

（
学

級
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）

入
学

者
入

学
定

員
入

学
者

入
学

定
員

入
学

者
学

級
数

換
算

竹
原

竹
原

市
竹

原
町

3
4
4
4
-
1

明
治

3
9
年

（
1
9
0
6
年

）
全

普
通
科
（
4
0
人
）

商
業
科
（
4
0
人
）

1
0
7
4

(
H
2
)

3
6
0

(
H
2
)

2
4

(
H
2
)

8
(
H
2
)

1
4
0

4
7
 

6
2

3
4

0
.
9

忠
海

竹
原

市
忠

海
床

浦
四

丁
目

4
-
1

明
治

3
0
年

（
1
8
9
7
年

）
全

普
通
科
（
8
0
人
）

8
1
5

(
S
5
3
)

2
7
6

(
S
5
1
)

1
8

(
S
5
3
)

6
(
S
5
1
)

1
4
7

6
1
 

6
2

3
1

0
.
8

（
2
）

　
再

編

再
編

後

１
学

年
の

学
級

数
（

学
級

）

入
学

定
員

（
人

）

竹
原

○
　

１
学

級
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

平
成

２
年

度
）

は
８

学
級

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
令
和
７
年
度
は
基
本
と
す
る
学
級
数

　
（

４
～

８
学

級
）

を
下

回
る

２
学

級
と

な
っ

て
い

る
。

○
　

令
和

1
5
年

度
の

入
学

者
は

3
4
人

（
0
.
9
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
施

設
に

つ
い

て
、

2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
1
1
棟

中
、

1
0
棟

が
築

4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

忠
海

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

昭
和

5
1
年

度
）

は
６

学
級

で
あ

っ
た

の
に
対
し
、
令
和
７
年
度
は
基
本
と
す
る
学
級
数

　
（

４
～

８
学

級
）

を
下

回
る

２
学

級
と

な
っ

て
い

る
。

○
　

令
和

1
5
年

度
の

入
学

者
は

3
1
人

（
0
.
8
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
施

設
に

つ
い

て
、

2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
９

棟
中

、
８

棟
が

築
4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

校
名

所
在

地
創

立
課

程
令

和
７

年
度

学
科

（
入

学
定

員
）

校
名

校
地

課
程

学
科

（
入
学
定
員
）

未
定

竹
原

高
等

学
校

（
竹
原
市
竹
原
町
3
4
4
4
-
1
）

全
日

制
新

し
い

普
通

科
（
仮
称
）

（
1
2
0
人
）

3
1
2
0
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【
参

考
】

関
係

校
の

主
な

施
設

の
状

況

校
名

主
な

施
設

校
名

主
な
施
設

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内
外
部
改
修
年

度
建

物
名

延
床

面
積

建
築
年
度

内
外
部
改
修
年

度

普
通

教
室

棟
1
7
2
8
㎡

S
4
5

H
1
3

特
別

教
室
棟

1
7
4
6
㎡

S
4
5

H
1
7

特
別

教
室

棟
1
7
1
0
㎡

S
5
4

管
理

教
室
棟

1
5
9
5
㎡

S
4
6

H
2
3

屋
内

運
動

場
棟

（
第

２
）

1
5
0
6
㎡

H
3

体
育

館
兼
講
堂
棟

9
6
3
㎡

H
9

特
別

教
室

棟
1
3
6
6
㎡

S
4
2

H
7

管
理

棟
9
3
5
㎡

S
4
7

H
2
3

屋
内

運
動

場
棟

（
第

１
）

8
6
0
㎡

S
3
6

H
2
5

特
別

教
室
棟

7
3
8
㎡

S
4
9

H
1
7

管
理

教
室

棟
8
1
6
㎡

S
4
3

H
7

理
科

教
室
棟

7
2
7
㎡

S
3
5

H
6

特
別

教
室

棟
7
3
8
㎡

S
5
1

理
科

教
室
棟

5
4
6
㎡

S
4
0

H
6

普
通

教
室

棟
6
4
8
㎡

S
4
6

H
1
3

武
道

場
棟

4
5
0
㎡

S
4
4

新
し

い
学

校
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

竹
原
地

域
の

人
材

育
成

の
拠

点
と

し
て

、
多

様
な

進
路

を
実

現
す

る
こ

と
で

、
　

地
域

の
持

続
的

な
発

展
を

支
え

る
人

材
の

育
成

を
目

指
す

○
　

情
報

機
器

や
グ

ル
ー

プ
学

習
用

の
設

備
を

備
え

た
開

放
的

な
学

習
空

間
（

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
）

や
　

キ
ャ

リ
ア

発
達

支
援

の
た

め
の

Ｓ
Ｃ

Ｒ
※
（

サ
ポ

ー
ト

・
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

・
ル

ー
ム

）
を

整
備

　
※

　
日

々
の

学
校

生
活

な
ど

の
相

談
に

対
応

す
る

教
員

が
、

様
々

な
専

門
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

し
、

生
徒

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
等

を
支

援
す

る
場

○
　

大
学

と
の

連
携

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

教
員

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

○
　

校
名

や
施

設
・

設
備

等
に

つ
い

て
は

、
地

元
自

治
体

の
意

向
を

踏
ま

え
て

検
討

＜
新

し
い

普
通

科
＞

○
　

大
学

や
企

業
等

と
連

携
し

て
、

リ
ア

ル
を

追
究

す
る

質
の

高
い

探
究

的
な

学
び

○
　

文
理

横
断

的
な

学
び

に
よ

り
、

実
社

会
の

抱
え

る
様

々
な

課
題

解
決

に
向

け
て

探
究

す
る

な
ど

の
新

し
い

カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

　
（

大
学

教
育

へ
の

円
滑

な
移

行
を

図
る

高
大

接
続

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
単

位
制

に
よ

る
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

の
時

間
割

等
）

＜
多

様
な

進
路

選
択

へ
の

対
応

＞
○

　
発

展
的

な
学

び
を

求
め

て
い

る
生

徒
や

、
学

び
の

基
礎

を
し

っ
か

り
と

身
に

付
け

た
い

生
徒

な
ど

、
　

個
々

の
生

徒
の

進
路

選
択

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
学

び
の

提
供

竹
原

忠
海
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【
大
学

や
企

業
等

と
連

携
し

、
実

社
会

に
お

け
る

課
題

に
つ

い
て
探
究
す
る
こ
と
で
、
創
造
性
、
協
調
性
、
社
会
参
画
意
識
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
学
科
の
設
置
】

【
生
徒

一
人

一
人

の
実

態
や

学
習

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
教

育
活

動
を
実
施
す
る
学
校
の
整
備
】

三
原

高
等

学
校

、
三

原
東

高
等

学
校

の
統

合
に

つ
い

て

（
1
）

　
現

状
と

今
後

の
見

込
み

学
級

数
ピ

ー
ク

時
（

S
4
5
以

降
）

令
和

７
年

度
令

和
1
5
年

度
（

見
込

み
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）
生

徒
数

（
人

）
学

級
数

（
学

級
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）

入
学

者
入

学
定

員
入

学
者

入
学

定
員

入
学
者

学
級
数

換
算

大
正

９
年

（
1
9
2
0
年

）
全

普
通
科
（
1
6
0
人
）

1
1
2
8

(
H
2
)

3
7
6

(
H
2
)

2
4

(
H
2
)

8
(
H
2
)

4
6
4

1
6
0

1
2

4
9
9

2
.
5

普
通
科

・
午

前
（
1
学
級

）
2
9

4
1

普
通
科

・
夜

間
（
1
学
級

）
1
5

4
1

三
原

東
三
原

市
中

之
町

二
丁

目
7
-
1

昭
和

3
2
年

（
1
9
5
7
年

）
全

普
通
科
（
8
0
人
）

1
0
7
7

(
H
2
)

3
7
6

(
S
6
1
)

2
3

(
H
2
)

8
(
S
6
1
)

1
3
7

3
5

6
2

3
6

0
.
9

（
2
）

　
再

編

再
編

後

１
学

年
の

学
級

数
（

学
級

）

入
学

定
員

（
人

）

全
日

制
新

し
い

普
通

科
（

仮
称

）
（

1
6
0
人

）
4

1
6
0

フ
レ

ッ
ク

ス
制
（

昼
）

普
通

科
（

１
学

級
）

1
－

フ
レ

ッ
ク

ス
制
（

夜
）

普
通

科
（

１
学

級
）

1
－

三
原

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

平
成

２
年

度
）

は
８

学
級

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
令

和
７

年
度

は
４

学
級

と
な

っ
て

い
　
る

。
○
　

令
和

1
5
年

度
の

入
学

者
は

9
9
人

（
2
.
5
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○
　

定
時

制
の

令
和

７
年

度
の

入
学

者
は
4
4
名

。
○
　

施
設

に
つ

い
て

、
2
0
0
㎡

以
上
の

建
物

９
棟

中
、

８
棟

が
築

4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

三
原

東

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

昭
和

6
1
年

度
）

は
８

学
級

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
令

和
７

年
度

は
基

本
と

す
る

学
級

数
　
（

４
～

８
学

級
）

を
下

回
る

２
学

級
と

な
っ

て
い

る
。

○
　

令
和

1
5
年

度
の

入
学

者
は

3
6
人

（
0
.
9
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○
　

施
設

に
つ

い
て

、
2
0
0
㎡

以
上
の

建
物

1
1
棟

中
、

８
棟

が
築

4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

校
名

所
在

地
創

立
課

程
令
和
７
年
度

学
科
（
入
学
定
員
）

三
原

三
原

市
宮

沖
四

丁
目

1
1
-
1

昭
和

2
4
年

（
1
9
4
9
年

）
定

1
5
7

校
名

校
地

課
程

学
科

（
入

学
定

員
）

未
定

三
原

高
等

学
校

（
三

原
市

宮
沖

四
丁

目
1
1
-
1
）
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【
参

考
】

関
係

校
の

主
な

施
設

の
状

況

校
名

主
な

施
設

校
名

主
な

施
設

建
物
名

延
床
面
積

建
築

年
度

内
外

部
改

修
年
度

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内

外
部

改
修

年
度

普
通

・
特

別
教

室
棟

1
7
9
3
㎡

S
4
9

H
2
0

管
理

教
室

棟
1
5
9
3
㎡

S
5
2

H
2
9

屋
内

運
動

場
棟

1
5
4
0
㎡

S
6
0

管
理

教
室

棟
1
5
0
4
㎡

S
5
2

H
2
9

管
理

教
室

棟
1
4
9
6
㎡

S
4
3

H
2
2

第
２

屋
内

運
動

場
棟

1
2
3
6
㎡

S
6
1

特
別

教
室

棟
1
4
5
6
㎡

S
4
6

H
1
3

特
別

教
室

棟
9
6
5
㎡

S
5
6

普
通

教
室

棟
9
8
0
㎡

S
4
7

H
2
0

管
理

教
室

棟
9
0
0
㎡

S
5
4

H
2
9

特
別

教
室

棟
9
6
5
㎡

S
4
5

H
1
3

特
別

教
室

棟
7
7
7
㎡

S
5
8

特
別

教
室

棟
8
0
1
㎡

S
4
3

H
1
3

特
別

教
室

棟
7
3
8
㎡

S
5
9

武
道

場
棟

6
9
0
㎡

H
2
7

セ
ミ

ナ
ー

ハ
ウ

ス
6
6
1
㎡

H
4

新
し

い
学

校
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

全
日

制
課

程
と

、
昼

夜
間

を
通

じ
て

学
び

の
時

間
を

柔
軟

に
調

整
で

き
る

フ
レ

ッ
ク

ス
制

課
程

を
併

置
し

、
　

様
々

な
分

野
に

興
味

・
関

心
が

あ
る

生
徒

、
多

様
な

文
化

的
背

景
を

も
つ

生
徒

、
学

び
づ

ら
さ

を
感

じ
て

い
る

生
徒

な
ど

が
、

　
個

々
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
や

目
標

に
合

わ
せ

て
学

び
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

等
を

身
に

付
け

た
り

す
る

こ
と

で
、

　
多

様
な

進
路

を
実

現
し

、
地

域
の

持
続

的
発

展
を

支
え

る
人

材
育

成
を

目
指

す
学

校
○

　
情

報
機

器
や

グ
ル

ー
プ

学
習

用
の

設
備

を
備

え
た

開
放

的
な

学
習

空
間

（
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

）
や

 
 
キ

ャ
リ

ア
発

達
支

援
の

た
め

の
Ｓ

Ｃ
Ｒ

（
サ

ポ
ー

ト
・

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
・

ル
ー

ム
）

を
整

備
○

　
大

学
と

の
連

携
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
教

員
や

教
育

相
談

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

　
○

　
校

名
や

施
設

・
設

備
等

に
つ

い
て

は
、

地
元

自
治

体
の

意
向

を
踏

ま
え

て
検

討

＜
新

し
い

普
通

科
＞

○
　

大
学

や
企

業
等

と
連

携
し

て
、

リ
ア

ル
を

追
究

す
る

質
の

高
い

探
究

的
な

学
び

○
　

文
理

横
断

的
な

学
び

に
よ

り
、

実
社

会
の

抱
え

る
様

々
な

課
題

解
決

に
向

け
て

探
究

す
る

な
ど

の
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

　
（

大
学

教
育

へ
の

円
滑

な
移

行
を

図
る

高
大

接
続

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
単

位
制

に
よ

る
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

の
時

間
割

等
）

＜
多

様
な

進
路

選
択

へ
の

対
応

＞
○

　
発

展
的

な
学

び
を

求
め

て
い

る
生

徒
や

、
学

び
の

基
礎

を
し

っ
か

り
と

身
に

付
け

た
い

生
徒

な
ど

、
　

個
々

の
生

徒
の

進
路

選
択

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
学

び
の

提
供

三
原

三
原

東
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賀
茂

高
等

学
校

、
河

内
高

等
学

校
の

統
合

に
つ

い
て

（
1
）
　
現
状
と
今
後
の
見
込
み

学
級

数
ピ

ー
ク

時
（

S
4
5
以

降
）

令
和

７
年

度
令

和
1
5
年

度
（

見
込

み
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）
生

徒
数

（
人

）
学

級
数

（
学

級
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）

入
学

者
入

学
定

員
入

学
者

入
学

定
員

入
学

者
学

級
数

換
算

明
治

3
9
年

（
1
9
0
6
年

）
全

普
通

科
（

2
4
0
人

）
1
4
9
1

(
H
2
)

4
9
5

(
H
2
)

3
3

(
H
2
)

1
1

(
H
2
)

7
3
6

2
4
0

1
9

6
2
3
4

5
.
8

昭
和

4
3
年

（
1
9
6
8
年

）
定

普
通
科

（
１

学
級
）

5
8

2
5

4
1

河
内

東
広
島

市
河
内

町
下

河
内
1
0
1
9
4-
2

明
治
4
2
年

（
1
9
0
9
年
）

全
普

通
科

（
8
0
人

）
9
2
1

(
H
元

)
3
3
2

(
H
元

)
2
3

(
H
元

)
8

(
H
元

)
1
6
2

4
0

6
2

4
9

1
.
2

（
2
）
　
再
編

再
編

後

１
学

年
の

学
級

数
（

学
級

）

入
学

定
員

（
人

）

賀
茂

○
　
１
学
年
当
た
り
の
学
級
数
に
つ
い
て
、
ピ
ー
ク
時
（
平
成
２
年
度
）
は
1
1
学
級
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

令
和

７
年

度
は

６
学

級
と

な
っ

て
い

　
る
。

○
　
令
和
1
5
年
度
の
入
学
者
は
2
3
4
人

（
5
.
8
学
級
）
程
度
と
な
る
見
込
み
。

○
　
定
時
制
の
令
和
７
年
度
の
入
学
者
は
2
5
名
。

○
　
施
設
に
つ
い
て
、
2
0
0
㎡
以
上
の

建
物
1
6
棟
中
、
1
2
棟
が
築
4
0
年
を
超
過
す
る
な
ど
、
施
設
の
老
朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

河
内

○
　
１
学
年
当
た
り
の
学
級
数
に
つ
い
て
、
ピ
ー
ク
時
（
平
成
元
年
度
）
は
８
学
級
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令

和
７

年
度

は
基

本
と

す
る

学
級

数
　
（
４
～
８
学
級
）
を
下
回
る
２
学
級
と
な
っ
て
い
る
。

○
　
令
和
1
5
年
度
の
入
学
者
は
4
9
人
（
1
.
2
学
級
）
程
度
と
な
る
見
込
み
。

○
　
施
設
に
つ
い
て
、
2
0
0
㎡
以
上
の

建
物
６
棟
中
、
６
棟
が
築
4
0
年
を
超
過
す
る
な
ど
、
全
て
の
施
設
で

老
朽

化
が

進
行

し
て

い
る

。

校
名

所
在
地

創
立

課
程

令
和

７
年

度
学

科
（

入
学

定
員

）

賀
茂

東
広
島

市
西

条
西

本
町

16
-
22

校
名

校
地

課
程

学
科
（
入
学
定
員
）

未
定

（
本
校
）
賀
茂
高
等
学
校

（
東

広
島

市
西

条
西

本
町

1
6
-
2
2
）

全
日
制

新
し
い
普
通
科
（
仮
称
）

（
2
4
0
人
）

6
2
4
0

フ
レ
ッ
ク
ス
制

（
夜
）

普
通
科

（
１
学
級
）

1
－

フ
レ
ッ
ク
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仮
称

）
河
内
高
等
学
校

（
東

広
島

市
河

内
町

下
河

内
1
0
1
9
4
-
2
）

フ
レ
ッ
ク
ス
制
（
昼
）

普
通
科

（
１
学
級
）

1
－
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校
名

主
な
施
設

校
名

主
な

施
設

建
物

名
延

床
面

積
建
築
年
度

内
外
部

改
修

年
度

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内

外
部

改
修

年
度

屋
内
運

動
場

棟
（

新
体

育
館

）
3
0
7
2
㎡

H
1
4

管
理
普
通
教
室
棟

3
7
6
1
㎡

S
5
3

管
理
教
室
棟

2
0
1
0
㎡

S
4
3

H
1
1

屋
内
運
動
場
棟

2
0
4
6
㎡

S
5
3

屋
内
運

動
場

棟
（

旧
体

育
館

）
1
1
1
9
㎡

S
4
6

管
理
普
通
教
室
棟

1
8
1
8
㎡

S
5
2

理
科
教
室
棟

9
3
6
㎡

S
5
6

H
2
2

特
別
教
室
棟

9
6
8
㎡

S
5
4

管
理
教
室
棟

8
9
6
㎡

S
4
2

H
1
1

特
別
教
室
棟

8
1
0
㎡

S
5
5

特
別
教
室
棟

8
8
0
㎡

S
4
8

R
2

普
通
教
室
棟

5
4
0
㎡

S
5
7

普
通
教
室
棟

8
7
1
㎡

S
5
2

R
2

特
別
教
室
棟

8
1
9
㎡

S
5
8

新
し
い
学
校
の
特
色
・
魅
力
（
方
向
性

）

○
　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
高
校
教
育
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

　
様
々
な
分
野
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
生
徒
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
生
徒
、
学
び
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
生
徒
な
ど
が

、
　
地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
目
標
に
合
わ
せ
て
学
び
、

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
等
を
身
に
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
、

　
多
様
な
進
路
を
実
現
し
、
地
域
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
指
す
学
校

○
　
情
報
機
器
や
グ
ル
ー
プ
学
習
用
の
設
備
を
備
え
た
開
放
的
な
学
習
空
間
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
）
や

　
キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援
の
た
め

の
Ｓ
Ｃ
Ｒ
（
サ
ポ
ー
ト
・

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム
）
を
整
備
　

　
地
域
の
状
況
に
鑑
み
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実

○
　
大
学
と
の
連
携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
教
員
や
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
、
教
職
員
配
置
の
充
実
　

○
　
校
名
や
施
設
・
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
体
の
意
向
を
踏
ま
え
て
検
討

＜
新
し
い
普
通
科
＞

○
　
大
学
や
企
業
等
と
連
携
し
て
、
リ
ア
ル
を
追
究
す
る
質
の
高
い
探
究
的
な
学
び

○
　
文
理
横
断
的
な
学
び
に
よ
り
、
実
社
会
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
探
究
す
る
な
ど
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
（
大
学
教
育
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
高
大
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
単
位
制
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
時
間
割
等
）

＜
多
様
な
進
路
選
択
へ
の
対
応
＞

○
　
発
展
的
な
学
び
を
求
め
て
い
る
生
徒
や
、
学
び
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
た
い
生
徒
な
ど
、

　
個
々
の
生
徒
の
進
路
選
択
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
学
び
の
提
供

＜
フ
レ
ッ
ク
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仮
称
）
＞

○
　
河
内
地
区
に
、
自
ら
計
画
し
た
時
間
割
に
よ
り
、
自
由
度
の
高
い
学
び
が
で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置

○
　
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
授
業
等
、
本
校
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
の
実
施

賀
茂

河
内
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【
生

徒
一

人
一

人
の

実
態

や
学

習
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

教
育

活
動

を
実

施
す

る
学

校
の

整
備

】

高
陽

高
等

学
校

、
安

西
高

等
学

校
、

高
陽

東
高

等
学

校
の

統
合

に
つ

い
て

（
1
）

　
現

状
と

今
後

の
見

込
み

学
級

数
ピ

ー
ク

時
（

S
4
5
以

降
）

令
和

７
年

度
令

和
1
5
年

度
（

見
込

み
）

生
徒

数
（
人
）

学
級

数
（
学
級
）

生
徒

数
（
人
）

学
級

数
（
学
級
）

生
徒

数
（
人
）

学
級

数
（
学
級
）

入
学

者
入

学
定

員
入

学
者

入
学

定
員

入
学

者
学

級
数

換
算

高
陽

広
島

市
安

佐
北
区

真
亀

三
丁

目
22

-1
昭

和
5
2
年

（
1
9
7
7
年

）
全

普
通

科
（

2
4
0
人

）
1
5
3
9

(
H
2
)

5
1
5

(
H
元

)
3
3

(
H
2
)

1
1

(
H
元

)
7
1
2

2
4
0

1
8

6
1
7
0

4
.
3

安
西

広
島
市

安
佐

南
区

高
取

南
二

丁
目
52

-1
昭

和
5
4
年

（
1
9
7
9
年

）
全

普
通

科
（

8
0
人

）
1
5
4
1

(
H
元

)
5
1
7

(
H
元

)
3
3

(
H
元

)
1
1

(
H
元

)
1
4
9

5
2

6
2

5
3

1
.
3

高
陽

東
広

島
市

安
佐

北
区

落
合

南
八

丁
目
12

-1
昭

和
5
8
年

（
1
9
8
3
年

）
全

総
合

学
科

（
2
4
0
人

）
1
3
4
4

(
H
元

)
4
6
6

(
S
6
2
)

3
0

(
H
元

)
1
0

(
S
6
2
)

7
1
4

2
4
0

1
8

6
1
5
8

3
.
9

高
陽

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

平
成

元
年

度
）

は
1
1
学

級
で

あ
っ

た
の

に
対

し
、

令
和

７
年

度
は

６
学

級
と

な
っ

て
い

　
る

。
○

　
令

和
1
5
年

度
の

入
学

者
は

1
7
0
人

（
4
.
3
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
施

設
に

つ
い

て
、

2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
８

棟
中

、
７

棟
が

築
4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

安
西

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

平
成

元
年

度
）

は
1
1
学

級
で

あ
っ

た
の

に
対

し
、

令
和

７
年

度
は

基
本

と
す

る
学

級
数

　
（

４
～

８
学

級
）

を
下

回
る

２
学

級
と

な
っ

て
い

る
。

○
　

令
和

1
5
年

度
の

入
学

者
は

5
3
人

（
1
.
3
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
施

設
に

つ
い

て
、

2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
９

棟
中

、
８

棟
が

築
4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

高
陽

東

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

昭
和

6
2
年

度
）

は
1
0
学

級
で

あ
っ

た
の

に
対

し
、

令
和

７
年

度
は

６
学

級
と

な
っ

て
い

　
る

。
○

　
令

和
1
5
年

度
の

入
学

者
は

1
5
8
人

（
3
.
9
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
施

設
に

つ
い

て
、

2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
1
3
棟

中
、

1
1
棟

が
築

4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

校
名

所
在

地
創

立
課

程
令

和
７

年
度

学
科

（
入

学
定

員
）
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（
2
）

　
再

編

再
編

後

１
学

年
の

学
級

数
（
学
級
）

入
学

定
員

（
人
）

校
名

校
地

課
程

学
科

（
入

学
定

員
）

未
定

高
陽

高
等

学
校

（
広

島
市

安
佐

北
区

真
亀

三
丁

目
2
2
-
1
）

全
日

制
総

合
学

科
（

2
8
0
人

）
7

2
8
0

新
し

い
学

校
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

様
々

な
分

野
に

興
味

・
関

心
が

あ
る

生
徒

、
多

様
な

文
化

的
背

景
を

も
つ

生
徒

、
　

学
び

づ
ら

さ
を

感
じ

て
い

る
生

徒
な

ど
、

多
様

な
生

徒
が

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

　
幅

広
い

科
目

群
（

ス
ポ

ー
ツ

、
ア

ー
ト

・
デ

ザ
イ

ン
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

、
Ｄ

Ｘ
、

防
災

等
）

の
中

か
ら

　
科

目
が

選
択

で
き

、
希

望
す

る
進

路
の

実
現

が
可

能
な

総
合

学
科

○
　

キ
ャ

リ
ア

発
達

支
援

の
た

め
の

Ｓ
Ｃ

Ｒ
（

サ
ポ

ー
ト

・
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

・
ル

ー
ム

）
を

整
備

○
　

教
育

相
談

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

○
　

校
名

や
施

設
・

設
備

等
に

つ
い

て
は

、
地

元
自

治
体

の
意

向
を

踏
ま

え
て

検
討

＜
多

様
な

進
路

選
択

へ
の

対
応

＞
○

　
発

展
的

な
学

び
を

求
め

て
い

る
生

徒
や

、
学

び
の

基
礎

を
し

っ
か

り
と

身
に

付
け

た
い

生
徒

な
ど

、
　

個
々

の
生

徒
の

進
路

選
択

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
学

び
の

提
供

－ 19 －



【
参

考
】

関
係

校
の

主
な

施
設

の
状

況

校
名

主
な

施
設

校
名

主
な

施
設

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内
外
部

改
修
年
度

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内
外
部

改
修
年
度

普
通

教
室

棟
2
4
0
0
㎡

S
5
2

H
2
0

特
別

教
室

棟
2
9
4
3
㎡

S
5
3

特
別

教
室

棟
・

普
通

教
室

棟
1
9
7
6
㎡

S
5
1

H
1
9

管
理

教
室

棟
2
4
2
6
㎡

S
5
4

屋
内

運
動

場
棟

1
6
7
3
㎡

S
5
3

講
堂

（
体

育
館

）
1
5
2
4
㎡

S
5
5

特
別

教
室

棟
1
4
2
0
㎡

S
5
2

H
1
9

普
通

教
室

棟
1
1
0
9
㎡

S
5
5

管
理

棟
1
4
1
4
㎡

S
5
4

特
別

教
室

棟
9
4
4
㎡

S
5
4

武
道

場
棟

1
0
7
1
㎡

S
5
7

研
修
室

（
セ
ミ

ナ
ー

ハ
ウ
ス

）
6
6
2
㎡

H
5

教
室

棟
6
4
8
㎡

S
5
6

武
道

場
棟

5
7
3
㎡

S
5
7

同
窓

会
館

2
3
3
㎡

H
9

普
通

教
室

棟
4
6
0
㎡

S
5
6

屋
内

運
動

場
棟

2
7
9
5
㎡

S
5
7

普
通

教
室

棟
1
4
9
2
㎡

S
5
7

R
5

普
通

教
室

棟
1
1
4
0
㎡

S
5
8

R
5

特
別

教
室

棟
1
1
1
5
㎡

S
5
7

特
別

教
室

棟
8
2
1
㎡

S
5
8

管
理

棟
7
8
5
㎡

S
5
7

実
習

室
棟

6
7
5
㎡

H
7

特
別

教
室

棟
6
4
8
㎡

S
5
8

高
陽

安
西

高
陽

東
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松
永

高
等

学
校

、
沼

南
高

等
学

校
、

福
山

誠
之

館
高

等
学

校
定

時
制

、
福

山
葦

陽
高

等
学

校
定

時
制

、
東

高
等

学
校

の
統

合
に

つ
い

て

（
1
）

　
現

状
と

今
後

の
見

込
み

松
永

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

平
成

元
年

度
）

は
1
1
学

級
で

あ
っ

た
の
に
対
し
、
令
和
７
年
度
は
４
学
級
と
な
っ
て
い

　
る

。
○

　
令

和
1
5
年

度
の

入
学

者
は

1
1
5
人

（
2
.
9
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
定

時
制

の
令

和
７

年
度

の
入

学
者

は
５

名
。

○
　

施
設

に
つ

い
て

、
2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
６

棟
中

、
５

棟
が

築
4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

福
山
誠
之
館

（
定
）

○
　

令
和

７
年

度
の

入
学

者
は

８
名

。

福
山
葦
陽

（
定
）

○
　

令
和

７
年

度
の

入
学

者
は

2
1
名

。

東
○

　
令

和
７

年
度

の
入

学
者

は
1
5
9
名

。

学
級

数
ピ

ー
ク

時
（

S
4
5
以

降
）

令
和

７
年

度
令

和
1
5
年

度
（

見
込

み
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）
生

徒
数

（
人

）
学

級
数

（
学

級
）

生
徒

数
（

人
）

学
級

数
（

学
級

）

入
学

者
入

学
定

員
入

学
者

入
学

定
員

入
学

者
学

級
数

換
算

大
正
1
0
年

（
1
9
2
1
年
）

全
総

合
学

科
（

1
6
0
人

）
1
5
0
6

(
S
6
3
)

5
1
7

(
H
元

)
3
2

(
S
6
3
)

1
1

(
H
元

)
3
0
2

1
0
3

1
0

4
1
1
5

2
.
9

昭
和
2
3
年

（
1
9
4
8
年
）

定
普

通
科

（
１

学
級

）
2
7

5
4

1

沼
南

福
山

市
沼

隈
町

下
山

南
4

大
正

1
0
年

（
1
9
2
1
年

）
全

家
政

科
（

4
0
人

）

園
芸

デ
ザ

イ
ン

科
（

4
0
人

）

7
7
6

(
S
5
0
)

2
6
0

(
S
5
1
)

1
8

(
S
5
0
)

6
(
S
5
1
)

8
7

2
8

6
2

2
9

0
.
7

福
山

誠
之

館
福

山
市

木
之
庄

町
六

丁
目
1
1
-
1

昭
和

2
3
年

（
1
9
4
8
年

）
定

普
通
科
（
１
学
級
）

2
5

8
3

1

福
山

葦
陽

福
山

市
久

松
台

三
丁

目
1
-
1

昭
和

4
3
年

（
1
9
6
8
年

）
定

普
通
科
（
１
学
級
）

6
2

2
1

4
1

東
福

山
市

木
之
庄

町
六

丁
目
1
1
-
2

平
成

３
年

（
1
9
9
2
年

）
通

普
通
科
（
3
0
0
人
）

6
1
1

1
5
9

沼
南

○
　

１
学

年
当

た
り

の
学

級
数

に
つ

い
て

、
ピ

ー
ク

時
（

昭
和

5
1
年

度
）

は
６

学
級

で
あ

っ
た

の
に
対
し
、
令
和
７
年
度
は
基
本
と
す
る
学
級
数

　
（

４
～

８
学

級
）

を
下

回
る

２
学

級
と

な
っ

て
い

る
。

○
　

令
和

1
5
年

度
の

入
学

者
は

2
9
人

（
0
.
7
学

級
）

程
度

と
な

る
見

込
み

。
○

　
施

設
に

つ
い

て
、

2
0
0
㎡

以
上

の
建

物
1
2
棟

中
、

1
1
棟

が
築

4
0
年

を
超

過
す

る
な

ど
、

施
設

の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

校
名

所
在

地
創

立
課

程
令

和
７

年
度

学
科

（
入

学
定

員
）

松
永

福
山

市
神

村
町

1
0
1
1
3
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（
2
）

　
再

編

再
編

後

１
学

年
の

学
級

数
（

学
級

）

入
学

定
員

（
人

）

全
日

制
総

合
学
科

（
1
6
0
人
）

4
1
6
0

定
時

制
総

合
学
科

（
8
0
人
）

2
8
0

通
信

制
総

合
学
科

（
3
0
0
人
）

ー
3
0
0

校
名

校
地

課
程

学
科

（
入
学
定
員
）

未
定

松
永

高
等

学
校

（
福
山
市
神
村
町
1
0
1
1
3
）

フ レ キ シ ブ ル

新
し

い
学

校
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　
松

永
高

等
学

校
、

沼
南

高
等

学
校

、
福

山
誠

之
館

高
等

学
校

（
定

）
、

 
 
福

山
葦

陽
高

等
学

校
（

定
）

、
東

高
等

学
校

の
教

育
内

容
を

引
き

継
ぎ

、
　

全
日

制
課

程
、

定
時

制
課

程
、

通
信

制
課

程
を

併
置

し
、

連
携

す
る

こ
と

で
、

　
生

徒
が

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
や

興
味

・
関

心
、

進
路

希
望

に
応

じ
て

、
学

ぶ
方

法
、

時
間

、
場

所
な

ど
、

　
自

分
に

適
し

た
学

び
の

ス
タ

イ
ル

を
柔

軟
に

調
整

で
き

る
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
課

程

○
　

地
元

産
業

界
と

連
携

し
た

農
場

で
の

実
習

や
地

元
企

業
で

の
職

場
実

習
な

ど
、

　
多

様
な

教
科

・
科

目
か

ら
生

徒
が

主
体

的
に

選
択

で
き

る
実

践
的

・
体

験
的

な
学

び

〇
　

生
徒

の
多

様
な

学
び

方
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

新
校

舎
を

建
設

○
　

キ
ャ

リ
ア

発
達

支
援

の
た

め
の

Ｓ
Ｃ

Ｒ
（

サ
ポ

ー
ト

・
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

・
ル

ー
ム

）
を

整
備

○
　

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

○
　

校
名

や
施

設
・

設
備

等
に

つ
い

て
は

、
地

元
自

治
体

の
意

向
を

踏
ま

え
て

検
討
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【
参

考
】

関
係

校
の

主
な

施
設

の
状

況

校
名

主
な

施
設

校
名

主
な
施
設

建
物

名
延

床
面

積
建

築
年

度
内
外
部
改
修
年

度
建

物
名

延
床

面
積

建
築
年
度

内
外
部
改
修
年

度

特
別

教
室

棟
3
7
9
3
㎡

H
1
1

管
理

教
室
棟

2
4
1
8
㎡

S
6
3

普
通

・
特

別
教

室
棟

3
4
3
0
㎡

S
5
9

屋
内

運
動
場
棟

1
0
1
9
㎡

H
元

普
通

教
室

棟
2
5
1
8
㎡

S
6
0

宿
泊

棟
3
8
5
㎡

S
6
3

屋
内

運
動

場
棟

1
5
2
9
㎡

S
5
4

特
別

教
室

棟
1
3
1
2
㎡

S
4
6

H
1
6

管
理

教
室

棟
1
0
4
8
㎡

S
6
0

普
通

教
室

棟
1
5
1
2
㎡

S
4
5

H
1
6

普
通

教
室

棟
1
1
8
0
㎡

S
4
3

屋
内

運
動

場
棟

1
0
9
6
㎡

S
4
6

管
理

教
室

棟
1
0
0
6
㎡

S
5
6

実
習

室
棟

9
3
6
㎡

S
5
1

管
理

教
室

棟
8
8
4
㎡

S
5
2

管
理

教
室

棟
8
4
6
㎡

S
5
5

普
通

教
室

棟
6
5
5
㎡

S
3
9

H
1
4

松
永

東

沼
南

－ 24 －
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【
技

術
革

新
な

ど
新

し
い

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

専
門

学
科

の
整

備
】

（
１

）
対

象
校

　
　

　
庄

原
実

業
高

等
学

校

（
２

）
改

編
内

容

先
端

生
産

創
造

科
（

仮
称

）
へ

の
学

科
改

編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

こ
れ

ま
で

の
県

立
広

島
大

学
や

農
業

技
術

大
学

校
等

と
連

携
し

た
取

組
を

生
か

し
、

 
 
農

業
の

成
長

産
業

化
を

牽
引

す
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
の

育
成

を
目

指
す

○
　

高
等

教
育

機
関

や
産

業
界

と
連

携
し

て
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
、

Ａ
Ｉ

等
の

先
端

技
術

に
よ

り
、

　
次

世
代

の
農

業
の

形
を

実
現

す
る

ス
マ

ー
ト

農
業

な
ど

、
　

実
践

的
な

知
識

・
技

術
を

身
に

付
け

て
い

く
専

門
的

な
学

び
 

〇
　

自
動

走
行

ト
ラ

ク
タ

ー
や

ド
ロ

ー
ン

な
ど

、
農

業
Ｄ

Ｘ
を

取
り

入
れ

た
実

習
環

境
の

整
備

○
　

地
域

産
業

界
等

や
研

究
機

関
等

と
連

携
す

る
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

全
:
生

物
生

産
学

科
①

/

　
 
環

境
工

学
科

①
/

　
 
食

品
工

学
科

①
/

  
 
生

活
科

学
科

①

全
:
先
端

生
産

創
造

科
（
仮

称
）

①
/

　
 
環

境
工

学
科
①

/

　
 
食
品

工
学
科

①
/

  
 
生

活
科

学
科
①
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（
１

）
対

象
校

　
　

　
広

島
工

業
高

等
学

校
、

福
山

工
業

高
等

学
校

（
２

）
改

編
内

容

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

科
（

仮
称

）
へ

の
学

科
改

編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

自
動

化
機

器
の

制
御

に
関

わ
る

知
識

・
技

術
を

身
に

付
け

た
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

の
育

成
を

目
指

す

○
　

ロ
ボ

ッ
ト

や
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
関
わ

る
基

礎
技

術
や

Ａ
Ｉ

等
の

先
端

技
術

に
関

わ
る

専
門

的
な

学
び

○
　

産
業

の
最

前
線

で
通

用
す

る
知

識
・

技
術

の
習

得
に

向
け

た
実

習
環

境
の

整
備

○
　

地
域

産
業

界
等

と
連

携
す

る
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

【
広

島
工

業
】

全
:
機

械
科

②
/
電

気
科

②
/

　
 
建

築
科

②
/
土

木
科

①
/
化

学
工

学
科

①

全
:
機
械

科
①
/電

気
科
①

/

　
 
ロ

ボ
ッ

ト
工
学

科
（
仮

称
）

②
/

　
 
建

築
科

②
/
土
木

科
①
/
化

学
工

学
科

①

【
福

山
工

業
】

全
:
機

械
科

②
/
電

気
科

①
/
電

子
機

械
科

②
/

　
 
建

築
科

①
/

  
 
工

業
化

学
科

・
染

織
シ

ス
テ

ム
科

①

定
:
機

械
科

❶
/
電

気
科

❶

全
:
機
械

科
②

/電
気

科
①

/

　
 
ロ

ボ
ッ

ト
工
学

科
（
仮

称
）

②
/

　
 
建
築

科
①

/

　
 
工

業
化

学
科
・

染
織
シ

ス
テ
ム

科
①

定
:
機

械
科

❶
/
電
気

科
❶
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（
１

）
対

象
校

　
　

　
宮

島
工

業
高

等
学

校

（
２

）
改

編
内

容

デ
ザ

イ
ン

工
学

科
（

仮
称

）
へ

の
学

科
改

編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

建
築

・
イ

ン
テ

リ
ア

・
デ

ザ
イ

ン
の

知
識

・
技

術
を

横
断

的
に

学
ぶ

こ
と

で
、

　
製

品
の

新
た

な
開

発
等

を
行

う
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

の
育

成
を

目
指

す

○
　

建
築

・
イ

ン
テ

リ
ア

等
の

設
計

に
関
わ

る
伝

統
技

術
や

　
３

Ｄ
デ

ジ
タ

ル
デ

ザ
イ

ン
等

の
先

端
技

術
を

融
合

さ
せ

て
、

　
新

た
な

価
値

を
創

出
し

て
い

く
た

め
の

専
門

的
な

学
び

〇
　

産
業

の
最

前
線

で
通

用
す

る
知

識
・

技
術

の
習

得
に

向
け

た
実

習
環

境
の

整
備

○
　

地
域

産
業

界
等

と
連

携
す

る
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

全
:
機

械
科

②
/

　
 
電

気
科

・
情

報
技

術
科

②
/

　
 
建

築
科

・
イ

ン
テ

リ
ア

科
②

/

　
 
素

材
シ

ス
テ

ム
科

①

定
:
機

械
科

❶

全
:
機

械
科

②
/

  
 
電

気
科

①
/情

報
技
術

科
①
/

  
 
デ

ザ
イ

ン
工
学

科
（
仮

称
）

②
/

  
 
素

材
シ

ス
テ
ム

科
①

定
:
機

械
科

❶
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（
１

）
対

象
校

　
　

　
海

田
高

等
学

校

（
２

）
改

編
内

容

生
活

共
創

科
（

仮
称

）
へ

の
学

科
改

編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

地
球

環
境

や
持

続
可

能
な

社
会

と
の

関
係

の
中

で
、

生
活

者
の

視
点

か
ら

、
　

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

も
た

ら
し

、
　

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
実

現
す

る
人

材
の

育
成

を
目

指
す

○
　

変
化

し
続

け
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

着
目

し
、

衣
・

食
・

住
・

保
育

・
福

祉
・

消
費

生
活

・
環

境
の

　
領

域
を

横
断

し
て

、
生

活
の

質
の

向
上

に
寄

与
す

る
力

を
身

に
付

け
て

い
く

専
門

的
な

学
び

〇
　

ス
マ

ー
ト

デ
バ

イ
ス

等
を

活
用

し
た

イ
ノ

ベ
ー

テ
ィ

ブ
な

学
び

を
　

可
能

と
す

る
高

度
な

デ
ジ

タ
ル

環
境

の
整

備

○
　

地
域

産
業

界
等

と
連

携
す

る
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

【
海

田
】

全
:
普

通
科

⑤
/
家

政
科

②

全
:
新

し
い

普
通

科
（
仮

称
）
⑥

/

  
 
生

活
共

創
科
（

仮
称
）

②
【

安
芸

南
】

全
:
普

通
科

⑤
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（
１

）
対

象
校

　
　

　
総

合
技

術
高

等
学

校

（
２

）
改

編
内

容

情
報

科
学

科
（

仮
称

）
へ

の
学

科
改

編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

情
報

技
術

を
使

う
だ

け
で

な
く

、
そ

の
背

後
に

あ
る

原
理

や
情

報
モ

ラ
ル

を
理

解
し

、
　

Ａ
Ｉ

や
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

使
い

こ
な

す
デ

ジ
タ

ル
人

材
の

育
成

を
目

指
す

○
　

Ａ
Ｉ

等
の

デ
ジ

タ
ル

の
成

長
分

野
で

求
め

ら
れ

る
情

報
技

術
に

関
す

る
専

門
的

な
学

び

〇
　

産
業

の
最

前
線

で
通

用
す

る
知

識
・

技
術

の
習

得
に

向
け

た
デ

ジ
タ

ル
環

境
の

整
備

○
　

地
域

産
業

界
等

と
連

携
す

る
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

全
:
電

子
機

械
科

①
/
情

報
技

術
科

①
/

　
 
環

境
設

備
科

①
/

  
 
現

代
ビ

ジ
ネ

ス
科

①
/

　
 
人

間
福

祉
科

①
/
食

デ
ザ

イ
ン

科
①

全
:
電
子

機
械
科

①
/情

報
科

学
科

（
仮
称

）
①

/

  
 
環

境
設

備
科
①

/

  
 
現

代
ビ

ジ
ネ
ス

科
①
/

  
 
人

間
福

祉
科
①

/
食

デ
ザ

イ
ン
科

①
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（
１

）
対

象
校

　
　

　
広

島
国

泰
寺

高
等

学
校

（
２

）
改

編
内

容

サ
イ

エ
ン

ス
科

（
仮

称
）

へ
の

学
科

改
編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

こ
れ

ま
で

の
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

の
取

組
を

生
か

し
、

　
理

数
教

育
を

先
導

す
る

拠
点

と
し

て
、

多
様

な
人

々
と

協
働

し
、

異
分

野
の

知
見

を
融

合
し

て
、

　
新

た
な

価
値

を
創

造
し

て
い

く
科

学
技

術
人

材
の

育
成

を
目

指
す

○
　

大
学

・
産

業
界

等
と

連
携

し
た

共
同

研
究

を
通

し
て

、
最

先
端

科
学

技
術

を
用

い
た

観
察

・
実

験
や

　
文

理
横

断
的

な
領

域
も

含
め

た
科

学
的

な
課

題
研

究
を

行
い

、
　

幅
広

い
教

養
と

科
学

的
思

考
力

を
身

に
付

け
て

い
く

専
門

的
な

学
び

○
　

大
学

や
企

業
と

連
携

し
た

高
度

な
実

験
・

観
察

が
で

き
る

科
学

機
器

を
設

置
し

た
研

究
施

設
（

ラ
ボ

）
の

整
備

　
（

他
校

の
生

徒
や

小
・

中
学

生
へ

も
開

か
れ

た
理

数
教

育
に

関
わ

る
探

究
活

動
の

拠
点

と
し

て
も

活
用

）

○
　

大
学

や
研

究
機

関
等

と
の

連
携

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

教
員

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

全
:
普

通
科

⑥
/

　
 
普

通
科

（
理

数
コ

ー
ス

）
②

全
:
普

通
科

⑥
/

　
 
サ
イ

エ
ン
ス

科
（
仮
称

）
②
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（
１

）
対

象
校

　
　

　
広

島
皆

実
高

等
学

校
、

神
辺

旭
高

等
学

校

（
２

）
改

編
内

容

ス
ポ

ー
ツ

科
学

科
（

仮
称

）
へ

の
学

科
改

編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
ア

ナ
リ

ス
ト

な
ど

、
　

選
手

を
支

え
る

専
門

家
や

指
導

者
の

育
成

も
目

指
す

○
　

健
康

や
体

力
向

上
、

競
技

力
向

上
に

向
け

た
科

学
的

分
析

及
び

活
用

に
関

す
る

専
門

的
な

学
び

○
　

高
度

な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
施

設
・

設
備

や
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
タ

分
析

に
必

要
な

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
整

備

○
　

大
学

と
の

連
携

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

教
員

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

【
広

島
皆

実
】

全
:
普

通
科

⑥
/

  
 
衛

生
看

護
科

①
/

  
 
体

育
科

①

全
:
普
通

科
⑥
/

  
 
衛

生
看

護
科
①

/

  
 
ス

ポ
ー

ツ
科
学

科
（
仮

称
）
①

【
神

辺
旭

】

全
:
普

通
科

⑤
/

  
 
体

育
科

①

全
:
普
通

科
③
/

  
 
ス

ポ
ー

ツ
科
学

科
（
仮

称
）

①
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【
地

域
産

業
界

と
連

携
し

た
総

合
学

科
の

設
置

】

（
１

）
対

象
校

　
　

　
吉

田
高

等
学

校

（
２

）
改

編
内

容

総
合

学
科

へ
の

学
科

改
編

新
し

い
学

科
の

特
色

・
魅

力
（

方
向

性
）

○
　

多
様

な
キ

ャ
リ

ア
志

向
の

生
徒

が
、

 
 
幅

広
い

科
目

群
（

農
業

、
ス

ポ
ー

ツ
、

伝
統

芸
能

等
）

の
中

か
ら

科
目

が
選

択
で

き
、

　
多

様
な

価
値

観
に

触
れ

な
が

ら
自

身
の

キ
ャ

リ
ア

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
総

合
学

科

○
　

地
域

産
業

界
や

大
学

等
と

連
携

し
、

ス
マ

ー
ト

農
業

な
ど

を
通

し
て

、
　

最
先

端
技

術
に

触
れ

な
が

ら
、

食
や

自
然

環
境

等
の

課
題

に
つ

い
て

探
究

す
る

実
践

的
・

体
験

的
な

学
び

○
　

地
域

の
多

様
な

主
体

と
の

積
極

的
な

交
流

の
た

め
の

地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス

の
整

備

○
　

地
域

産
業

界
等

と
連

携
す

る
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
、

教
職

員
配

置
の

充
実

全
:
探

究
科

③
/

  
 
ア

グ
リ

ビ
ジ

ネ
ス

科
①

全
:
総
合

学
科
④
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R
0
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0
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0
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0
4
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R
0
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R
0
5

(R
0
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0
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３
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0
7
)

R
0
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中
２

(R
0
8
)

R
0
8

中
１

(R
0
9
)

R
0
9

小
６

(R
1
0
)

R
1
0

小
５

(R
1
1
)

R
1
1

小
４

(R
1
2
)

R
1
2

小
３

(R
1
3
)

R
1
3

小
２

(R
1
4
)

R
1
4

小
１

(R
1
5
)

R
1
5

６
歳

(R
1
6
)

R
1
6

５
歳

(R
1
7
)

R
1
7

４
歳

(R
1
8
)

R
1
8

３
歳

(R
1
9
)

R
1
9

２
歳

(R
2
0
)

R
2
0

１
歳

(R
2
1
)

R
2
1

0
歳

(R
2
2
)

広
島
県
に
お
け
る
中
学
校
３
年
生
在
籍
者
数
の
推
移
（
昭
和
6
3
年
度
＝
1
0
0
）

Ｈ
30
.5
.1
県
立
学
校
改
革
担
当
調
べ

Ｈ
30
.5
.1
県
立
学
校
改
革
担
当
調
べ

○
昭

和
6
3
年

度
に

お
け

る
中
学

３
年
生

の
人
数

を
1
0
0
と
し

た
場
合

の
割
合

を
グ
ラ

フ
化
し

た
も
の

○
昭

和
4
5
年

度
～

令
和

６
年
度

　
各

年
度

の
５

月
１

日
現

在
の

「
公

立
学
校

基
本
数

」
に
基

づ
く
中

学
３
年

生
の
人

数

○
令

和
７

年
度

～
1
4
年

度

　
令

和
６

年
５

月
１

日
現

在
の

「
公

立
学
校

基
本
数

」
に
基

づ
く
中

学
２
年

生
～
小

学
１
年

生
の
人

数

○
令

和
1
5
年

度
～

2
1
年

度

　
本

県
に

お
け

る
出

生
数

に
占

め
る

「
公
立

学
校
基

本
数
」

に
基
づ

く
人
数

の
割
合

（
５
年

平
均

〔
令
和

　
1
0
～

1
4
年

度
〕

）
を

、
各
年

度
の
出

生
数
に

乗
じ
た

も
の

※
　

(　
　

)内
は
高
校
入
学
年
度
を
示
す
。
広
島
市
立
広
島
中
等
教
育
学
校
、
広
島
叡
智
学
園
中
学
校
の
在
籍
生
徒
数
は
除
く
。

※
　
国
公
私
の
合
計

○
　
中
学
校
３
年
生
在
籍
者
数
は
、

昭
和
6
3
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
は
ピ
ー
ク
時
の
約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

○
　
本
計
画
の
最
終
年
度
の
令
和
1
5
年
度
に
は
、
ピ
ー
ク
時
の
約
４
割
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

○
　
そ
の
後
も
減
少
が
続
き
、
令
和

2
1
年
度
に
は
、
ピ
ー
ク
時
の
約
３
割
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

第
２

期
基

本
計

画

計
画

期
間

(
R
6
～

R
1
5
)

S
6
3
:4
8
,7
8
0
人

R
0
5
:2
5
,2
3
4
人

R
1
5
:2
1
,0
7
7
人

R
2
1
:1
5
,5
5
4
人
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（
義

務
教

育
学

校
を

含
み

、
中

等
教

育
学

校
を

除
く
。

）

中
学

校
等

卒
業

者
数

と
公

立
高

等
学

校
（

全
日

制
課

程
）

本
校

数
の

推
移

(
設

置
数

)

0

5
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
5
,0

0
0

3
0
,0

0
0

3
5
,0

0
0

4
0
,0

0
0

4
5
,0

0
0

5
0
,0

0
0

〔人
〕

S
6
3

H
2

H
4

H
6

H
8

H
1
0

H
1
2

H
1
4

H
1
6

H
1
8

H
2
0

H
2
2

H
2
4

H
2
6

H
2
8

H
3
0

R
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R
4

R
6

01
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
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7
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8
0

9
01
0
0

〔校
〕

中
卒

者
数

学
校

数

年
（

３
月

）
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生まれた年 H22（0歳） H30（0歳） R6（0歳）

高校に入学する年 R7（16歳） R15（16歳） R22（16歳）

26,111人 21,950人 16,290人

11,649人 10,149人 7,661人

1,056人 1,127人 867人

1,147人 933人 716人

1,238人 1,176人 929人

1,950人 1,711人 1,294人

2,935人 2,520人 1,927人

1,200人 838人 600人

851人 703人 452人

1,272人 1,141人 876人

1,854人 1,395人 872人

196人 119人 71人

836人 617人 364人

1,028人 801人 509人

4,562人 3,832人 2,910人

299人 199人 134人

483人 343人 256人

278人 211人 137人

238人 191人 115人

1,894人 1,531人 1,293人

938人 847人 700人

202人 151人 83人

143人 109人 65人

522人 546人 420人

320人 339人 296人

184人 167人 152人

127人 110人 78人

35人 20人 10人

131人 121人 77人

36人 24人 15人

111人 93人 53人

45人 35人 19人

出生数の推移

市区町 年　別　推　移

広島県

広島市

広島市中区

広島市東区

広島市南区

広島市西区

広島市安佐南区

広島市安佐北区

広島市安芸区

広島市佐伯区

呉市

竹原市

三原市

尾道市

福山市

府中市

三次市

庄原市

大竹市

東広島市

廿日市市

安芸高田市

江田島市

府中町

海田町

熊野町

坂町

安芸太田町

北広島町

大崎上島町

世羅町

神石高原町

※各年の「広島県人口移動統計調査報告（10/1～9/30）」の出生数から抜粋。
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2
0
4
0
年
の
就
業
構
造
推
計
に
お
け
る
本
県
の
状
況

職
種
別

૙ ர ؞ ৾ ഄ ৑ भ ঑ ५ ঐ ⑁ ॳ

（
注

）
「

2
0
4
0
年

の
就

業
構

造
推

計
（

改
訂

版
）

に
つ

い
て

」
（

経
済

産
業

省
）

（
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.m
e
ti
.g

o
.j

p
/s

h
in

g
ik

a
i/

sa
n
k
o
sh

in
/s

h
in

_
ki

ji
ku

/p
d
f/

0
3
0
_
s0

2
_
0
0
.p

d
f）

を
も

と
に

広
島

県
教

育
委

員
会

が
作

成
。

（
注

）
2
0
2
5
年

6
月

経
済

産
業

省
産

業
構

造
審

議
会

経
済

産
業

政
策

新
機

軸
部

会
「

第
4
次

中
間

整
理

」
に

お
け

る
2
0
4
0
年

の
産

業
構

造
推

計
（

新
機

軸
ケ

ー
ス

）
を

前
提

と
し

て
い

る
。

（
注

）
職

種
分

類
は

令
和

４
年

就
業

構
造

基
本

調
査

で
用

い
た

職
業

分
類

（
総

務
省

）
 に

よ
る

。
「

専
門

職
」

は
、

専
門

的
・

技
術

的
職

業
従

事
者

を
指

す
。

う
ち

「
Ａ

Ｉ
・

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

利
活

用
を

担
う

人
材

」
は

、
機

械
技

術
者

や
　

　
そ

の
他

の
情

報
処

理
通

信
技

術
者

等
の

職
種

を
集

計
。

「
現

場
人

材
」

は
、

生
産

工
程

従
事

者
、

建
設

・
採

掘
従

事
者

、
サ

ー
ビ

ス
職

業
従

事
者

等
の

職
種

を
集

計
。

学
歴

は
学

校
基

本
調

査
上

の
学

部
学

科
コ

ー
ド

を
元

に
分

類
　

　
（

「
院

卒
」

に
は

修
士

卒
・

博
士

卒
を

含
む

）
。

な
お

、
表

に
は

主
要

な
項

目
の

み
掲

載
し

て
い

る
た

め
、

ミ
ス

マ
ッ

チ
数

の
合

計
は

ゼ
ロ

に
な

ら
な

い
。

需
供
ミ
ス
マ
ッ
チ

2
0
4
0
年

需
要
数
/
供
給
数

専
門
職

う
ち

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

利
活
用
を
担
う
人
材

事
務
職

現
場
人
材

う
ち

生
産
工
程
従
業
者

-3
.2
万
人

-8
.2
万
人

9
.4
万
人

-2
.2
万
人

-4
.1
万
人

3
8
.9
万
人
/
3
5
.7
万
人

1
5
.3
万
人
/
7
.1
万
人

2
1
.8
万
人
/
3
1
.2
万
人

6
9
.7
万
人
/
6
7
.5
万
人

1
7
.7
万
人
/
1
3
.6
万
人

学
歴
別

需
供
ミ
ス
マ
ッ
チ

2
0
4
0
年

需
要
数
/
供
給
数

高
卒

（
普
通
科
）

高
専
卒

1
.4
万
人

-1
.5
万
人

-0
.3
万
人

-2
.7
万
人

1
.3
万
人

1
6
.3
万
人
/
1
7
.7
万
人

1
1
.5
万
人
/
1
0
.0
万
人

1
.6
万
人
/
1
.3
万
人

1
8
.8
万
人
/
1
6
.1
万
人

3
2
.5
万
人
/
3
3
.8
万
人

高
卒

（
工
業
科
）

大
卒
・
院
卒

理
系

大
卒
・
院
卒

文
系

・
2
0
4
0
年

に
十

分
な

国
内

投
資

や
産

業
構

造
転

換
が

実
現

す
る

場
合

、
人

口
減

少
に

よ
り

就
業

者
数

は
減

少
す

る
も

の
の

、
　

Ａ
Ｉ

・
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
利

活
用

や
リ

ス
キ

リ
ン

グ
等

に
よ

り
労

働
需

要
が

効
率

化
さ

れ
、

国
全

体
で

の
不

足
は

生
じ

な
い

。
 

一
方

で
、
職
業
・
学
歴
間
で
受
給
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る

リ
ス

ク
が

あ
る

。

・
本

県
に

お
い

て
も

、
Ａ

Ｉ
・

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

利
活

用
に

よ
る

省
力

化
に

伴
い

、
事
務
職
(9
.4
万
人
)が
余
剰
、

　
Ａ

Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
利
活
用
人
材
(8
.2
万
人
)を
含
む
専
門
職
や
現
場
人
材
(2
.2
万
人
)が
不
足
す
る

可
能

性
が

あ
る

。

・
学

歴
別

で
は

、
大

卒
・

院
卒

に
お

い
て
文
系
人
材
(1
.3
万
人
)が
余
剰
、
理
系
人
材
(2
.7
万
人
)が
不
足
す
る

可
能

性
が

あ
る

。

⇒
 専

門
高

校
の

機
能

強
化

・
高

度
化

や
普

通
科

改
革

を
通

じ
た

文
理

横
断

的
な

学
び

の
充

実
な

ど
、

　
 再
編
整
備
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
の
改
革
が
急
務

で
あ

る
。
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「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」策定に係る検討経緯 

 

 計画期間 月日 検討の経緯等

 令和５年度

 ６月 16 日
【国の動き】 
　教育振興基本計画の策定

 
10 月 19 日

○県議会（文教委員会） 
・次期「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画」の考え方について

 
11 月 10 日

○教育委員会会議 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」の素案について

 
11 月 17 日

○県議会（文教委員会） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」の素案について

 11 月 20 日 
～ 

12 月 19 日

○パブリックコメント 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」の素案について

 
12 月 15 日

○県議会（文教委員会【集中審議】） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」の素案について

 
２月 29 日

○県議会（文教委員会） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」素案に対する意見

への対応等について

 
３月 11 日

○教育委員会会議 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」の策定について

  
 
 
 

令和６年度

 
４月 19 日

○県議会（文教委員会） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画（第２期）」の策定について

 
７月 19 日

○県議会（文教委員会） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画（第２期）」に係る実施計画（仮

称）の策定について

 
12 月４日

○有識者会議（第１回） 
・実施計画の策定に当たっての方向性等について

 
１月 22 日

○有識者会議（第２回） 
・整備する学校・学科のイメージについて

 
２月 25 日

【国の動き】 

　いわゆる高校無償化の三党合意（自由民主党・公明党・日本維新の会）

 令和７年度

 
10 月 17 日

○県議会（文教委員会） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」の基本的な考え方（案）に

ついて

 
11 月 21 日

○有識者会議（第３回） 
・新たに整備しようとする学校・学科の方向性（案）について

 
２月 13 日

【国の動き】 

　「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）」の公表

 
２月 16 日

○県議会（文教委員会） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」の素案について

 ２月 17 日 
～ 

３月 18 日

パブリックコメント 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」の素案について

 
３月 17 日

○有識者会議（第４回） 
・素案の妥当性について、新しい学校・学科の特色・魅力の方向性について

 
３月 26 日

○総合教育会議 
・今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画（素案）

第　

１　

期　

基　

本　

計　

画

第　

２　

期　

基　

本　

計　

画

第　

２　

期　

基　

本　

計　

画　

の　

検　

討

実　

施　

計　

画　

の　

検　

討
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計画期間 月日 検討の経緯等

 令和８年度

 
４月 17 日

○県議会（文教委員会） 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」素案に係るパブリックコメ

ント（県民意見募集）の結果について

 
４月 22 日

○教育委員会会議 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」素案に係るパブリックコメ

ント（県民意見募集）の結果について

 
５月 15 日

○教育委員会会議 
・「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」の策定について

 

 令和 15 年度

 
３月 31 日 ○計画期間終了

実　

施　

計　

画　

の　

検　

討
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画
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計画実施の目標年度 

 

 対象校 実施内容 目標年度

 

学

校

統

合

呉工業高等学校 

呉商業高等学校
総合型高等学校 令和 14～15 年度

 海田高等学校 

安芸南高等学校

総合型高等学校 

新しい普通科
令和 14～15 年度

 竹原高等学校 

忠海高等学校
新しい普通科 令和 11年度

 三原高等学校 

三原東高等学校

新しい普通科 

フレキシブルな学び
令和 12～13 年度

 
賀茂高等学校 

河内高等学校

新しい普通科 

フレキシブルな学び 

フレックス・キャンパス

令和 14～15 年度

 高陽高等学校 

安西高等学校 

高陽東高等学校

総合学科 

フレキシブルな学び
令和 14～15 年度

 松永高等学校 

沼南高等学校 

福山誠之館高等学校(定時制) 

福山葦陽高等学校(定時制) 

東高等学校

フレキシブルな学び 令和 14～15 年度

 

学

科

改

編

庄原実業高等学校 先端生産創造科（農業科） 令和 10年度

 
広島工業高等学校 ロボット工学科（工業科） 令和 10年度

 
福山工業高等学校 ロボット工学科（工業科） 令和 12～13 年度

 
宮島工業高等学校 デザイン工学科（工業科） 令和 12～13 年度

 
海田高等学校 生活共創科（家庭科） 令和 11～12 年度

 
総合技術高等学校 情報科学科（情報科） 令和 12～13 年度

 
広島国泰寺高等学校 サイエンス科（理数科） 令和 10年度

 
広島皆実高等学校 スポーツ科学科（体育科） 令和 11～12 年度

 
神辺旭高等学校 スポーツ科学科（体育科） 令和 11～12 年度

 
吉田高等学校 総合学科 令和 11～12 年度
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令和９年度広島県立高等学校入学者選抜の基本方針等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

○　令和８年度からの変更点 

１　「令和９年度広島県立高等学校入学者選抜の基本方針」等について 

基本的な内容の変更はない。 

 

２　選抜日程について 

・　広島県公立高等学校のうち、併設型高等学校の一次選抜の日程を前倒して実施する。

なお、併設型を除く高等学校の一次選抜の日程の変更はない。 

 

一次選抜（併設型高等学校：三次高等学校、広島高等学校及び福山高等学校） 

 

一次選抜（併設型高等学校を除く） 

 

 

 

 

・　広島県立併設型中学校のうち、広島中学校及び三次中学校の入学者選抜の日程を　

前倒して実施する。 

 

広島中学校及び三次中学校 

 内　容 実施日・期間 【参考】令和８年度選抜
 適性検査 １月 17 日（日） １月 24 日（土）

 内　容 実施日・期間 【参考】令和８年度選抜
 学力検査・自己表現等 ２月３日（水）～２月４日（木） ２月 25日（水）～２月 27日（金）

 内　容 実施日・期間 【参考】令和８年度選抜
 学力検査・自己表現等 ２月24日（水）～２月26日（金） ２月 25日（水）～２月 27 日（金）

報道提供資料 
令和８年５月15日 

課　名　 教育改革課 
担当者　 入学者選抜制度推進担当主査　昇 耕司 
電　話　 （内線）4992（直通）082-513-4992 
 
課　名　 特別支援教育課 
担当者　 特別支援教育指導係長　大野　寿久　 
電　話　 （内線）4982（直通）082-513-4982

「令和９年度広島県立高等学校入学者選抜の基本方針」、「令和９年度広島県立広

島叡智学園高等学校入学者選抜の基本方針」、「令和９年度広島県立併設型中学校入

学者選抜の基本方針」及び「令和９年度広島県立特別支援学校高等部入学者選抜の

基本方針」を別紙のとおり決定しました。
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令和９年度広島県立高等学校入学者選抜の基本方針 

 

 

　入学者の選抜は、次により各高等学校、課程、学科等の特色に配慮しつつ、その教育を受けるに足る能

力・適性等を判定して行うものとする。 

 

 

第１　全日制の課程 

 

　１－１　一次選抜（併設型高等学校を除く。） 

 

　　　全ての学科・コースにおいて、次により実施する。 

 

(1)　選抜の方法 

　　　ア　一般学力検査 

(ｱ)　実施教科は、国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）の５教科とする。 

　　　 (ｲ)　実施時間は、各教科それぞれ50分とする。 

(ｳ)　配点は、各教科50点満点で、合計250 点満点とする。 

　　　 (ｴ)　検査問題は、県教育委員会が作成する。 

　　　 (ｵ)　検査問題は、平成29年文部科学省告示の中学校学習指導要領に準拠した内容とし、　　　　次のよ 

うな点を配慮して出題する。 

ａ　基礎的・基本的な知識及び技能の習得の状況を検査する。 

ｂ　知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力及び表現力等を幅広

く検査する。 

ｃ　外国語（英語）については、放送による聞き取り検査も実施する。 

(ｶ)　高等学校長は、県教育委員会と協議の上、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、一般学

力検査問題に替えて、自校が作成した検査問題により学力検査を実施することができる。 

　　　イ　調査書 

　　　 (ｱ)　学習の記録の評定及び合計評点 

　　　　　ａ　第１学年及び第２学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及

び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定する。 

ｂ　第３学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外国語につ

いては、それぞれ指導要録に従って５段階で評定した評点を３倍する。 

　　　　　ｃ　調査書の合計評点は、上記ａ及びｂを合計した225点満点とする。 

　　　 (ｲ)　特記事項については、選抜の資料として活用する。 

　　　ウ　自己表現 

(ｱ)　自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人ごとの面談

形式で実施する。 

(ｲ)　実施時間は、１人当たり10分以内とする。 

　　 　(ｳ)　配点は、検査官１人当たり15点満点とする。 

なお、高等学校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 

　　　エ　学校独自検査 
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(ｱ)　面接、作文、小論文及び実技検査等 

　　　　　　高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、面接、作文、小論文及び実技検査

等を実施することができる。 

　　 　(ｲ)　自校作成問題による学力検査 

　　　　　　高等学校長は、県教育委員会と協議の上、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、県教育

委員会が作成する一般学力検査問題に加えて、自校が作成した問題により学力検査を実施する

ことができる。 

 

(2)　合格者の決定 

ア　特色枠による選抜 

高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、入学定員の50％以内において、次の

とおり、合格者を決定することができる。 

(ｱ)　高等学校長は、一般学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重を定め、一般学力検査、調

査書及び自己表現の結果を総合的に判断して決定する。 

(ｲ)　一般学力検査及び調査書について、高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、

特定の教科のみを活用することができる。また、特定の教科の配点に比重をかける傾斜配点を

実施することができる。 

イ　一般枠による選抜 

一般学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重は６：２：２とし、一般学力検査、調査書及

び自己表現の結果を総合的に判断して決定する。 

なお、一般学力検査について、高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、特定

の教科の配点に比重をかける傾斜配点を実施することができる。 

ウ　特色枠による選抜を実施した学科・コースにあっては、特色枠による選抜により合格者を決定

した後、一般枠による選抜により合格者を決定する。 

エ　学校独自検査を実施した学科・コースにあっては、その結果を選抜の資料に加えて、総合的に 

判断して決定する。 

 

　１－２　一次選抜（併設型高等学校） 

 

三次高等学校及び広島高等学校において、次により実施する。 

 

　 (1)　選抜の方法 

　　　ア　学力検査 

(ｱ)　原則として、自校が作成した検査問題により学力検査を実施する。 

　　　　　ａ　実施教科は、国語、数学及び外国語（英語）の３教科とする。 

　　　　　ｂ　実施時間は、高等学校長が決定する。 

　　　　　ｃ　配点は、高等学校長が決定する。 

　　　　　ｄ　検査問題は、県教育委員会と協議の上、高等学校長が作成する。 

　　　　　ｅ　検査問題は、平成29年文部科学省告示の中学校学習指導要領に準拠した内容とする。 

　　　 (ｲ)　高等学校長は、各高等学校の特色に応じ、社会及び理科の一般学力検査を加えて実施するこ

とができる。 

　　　イ　調査書 
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　　　 (ｱ)　学習の記録の評定及び合計評点 

　　　　　ａ　第１学年及び第２学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及

び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定する。 

ｂ　第３学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外国語につ

いては、それぞれ指導要録に従って５段階で評定した評点を３倍する。 

　　　　　ｃ　調査書の合計評点は、上記ａ及びｂを合計した225点満点とする。 

　　　 (ｲ)　特記事項については、選抜の資料として活用する。 

　　　ウ　自己表現 

(ｱ)　自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人ごとの面談

形式で実施する。 

(ｲ)　実施時間は、１人当たり10分以内とする。 

　　 　(ｳ)　配点は、検査官１人当たり15点満点とする。 

なお、高等学校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 

　　　エ　学校独自検査 

高等学校長は、各高等学校の特色に応じ、面接、作文、小論文及び実技検査等を実施すること

ができる。 

 

(2)　合格者の決定 

ア　特色枠による選抜 

高等学校長は、各高等学校の特色に応じ、入学定員の50％以内において、次のとおり、合格者

を決定することができる。 

(ｱ)　高等学校長は、学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重を定め、学力検査、調査書及び

自己表現の結果を総合的に判断して決定する。 

(ｲ)　学力検査及び調査書について、高等学校長は、各高等学校の特色に応じ、特定の教科のみを

活用することができる。また、特定の教科の配点に比重をかける傾斜配点を実施することがで

きる。 

イ　一般枠による選抜 

学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重は６：２：２とし、学力検査、調査書及び自己表

現の結果を総合的に判断して決定する。 

なお、学力検査について、高等学校長は、各高等学校の特色に応じ、特定の教科の配点に比重

をかける傾斜配点を実施することができる。 

ウ　特色枠による選抜を実施した高等学校にあっては、特色枠による選抜により合格者を決定した

後、一般枠による選抜により合格者を決定する。 

エ　学校独自検査を実施した高等学校にあっては、その結果を選抜の資料に加えて、総合的に判断

して決定する。 

 

　２　二次選抜 

 

　　　一次選抜の結果、合格者（入学を辞退した者を除く。）の数が入学定員に満たない場合、次により実

施する。 

(1)　選抜の方法 

ア　調査書 
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　　　 (ｱ)　学習の記録の評定及び合計評点 

　　　　　ａ　第１学年及び第２学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及

び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定する。 

ｂ　第３学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外国語につ

いては、それぞれ指導要録に従って５段階で評定した評点を３倍する。 

　　　　　ｃ　調査書の合計評点は、上記ａ及びｂを合計した225点満点とする。 

　　　 (ｲ)　特記事項については、選抜の資料として活用する。 

イ　自己表現 

(ｱ)　自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人ごとの面談

形式で実施する。 

(ｲ)　実施時間は、１人当たり10分以内とする。 

　　 　(ｳ)　配点は、検査官１人当たり15点満点とする。 

なお、高等学校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 

　　ウ　学校独自検査 

　　　　　高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、学力検査以外の面接、作文、小論文

及び実技検査等を実施することができる。 

 

(2)　合格者の決定 

　　　ア　高等学校長は、調査書及び自己表現の配点の比重を定め、調査書及び自己表現の結果を総合的

に判断して決定する。 

イ　学校独自検査を実施した学科・コースにあっては、その結果を選抜の資料に加えて、総合的に

判断して決定する。 

 

　３－１　帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学に関する選抜（併設型高等学校を除く。） 

 

　　　高等学校長は、国語、数学及び外国語（英語）の一般学力検査、自己表現、作文及び面接の結果（学

校独自検査を実施した場合は、その結果を加える。）並びに出願書類を総合的に判断して選抜する。 

 

　３－２　帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学に関する選抜（併設型高等学校） 

 

　　　三次高等学校長及び広島高等学校長は、国語、数学及び外国語（英語）の学力検査、自己表現及び

面接の結果（学校独自検査を実施した場合は、その結果を加える。）並びに出願書類を総合的に判断し

て選抜する。 

 

　４　連携型中高一貫教育に関する選抜 

 

　　　広島県立高等学校学則に定める連携型中学校から連携型高等学校への入学者選抜については、自己

表現の結果（学校独自検査を実施した場合は、その結果を加える。）及び出願書類を総合的に判断して

選抜する。 
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第２　定時制の課程 

 

　１　一次選抜 

 

　　　全日制の課程の一次選抜（併設型高等学校を除く。）と同様とする。 

ただし、令和９年４月１日現在で満20歳以上の者については、その申請により、一般学力検査に代

えて作文及び面接を実施することができる。 

 

　２　二次選抜 

 

　　　全日制の課程と同様とする。 

 

 

第３　通信制の課程 

 

　　　自己表現の結果（学校独自検査を実施した場合は、その結果を加える。）及び出願書類を総合的に判

断して選抜する。 

 

 

第４　秋季入学のための選抜 

 

　　　単位制による課程を置き、二学期制を採用し、かつ単位の修得の認定を学期の区分ごとに行う学校

においては、高等学校長は、別に定める定員の範囲内で、秋季入学のための選抜を実施することがで

きる。 

　　　秋季入学のための選抜については、自己表現の結果（学校独自検査を実施した場合は、その結果を

加える。）及び出願書類を総合的に判断して選抜する。 

 

 

第５　その他 

 

　１　一次選抜における学力検査の結果、自己表現の結果及び調査書の評定は、令和９年度入学者選抜の

受検者のうち不合格者について、簡易開示の方法により、各学校において開示する。 

 

　２　広島叡智学園高等学校入学者選抜の基本方針は別に定める。 

 

　３　「今後の県立高等学校の在り方に係る実施計画」に基づいて、今後、学校の活力維持が特に求めら

れる学校については、それぞれの特色に応じた入学者選抜の実施を検討していく。
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令和９年度広島県立広島叡智学園高等学校入学者選抜の基本方針 

 

 

広島叡智学園高等学校の入学者選抜は、次によりその教育を受けるに足る能力・適性等を判定して行

うものとする。 

 

１　海外等連携協定に基づく入学者選抜 

 

広島県教育委員会と連携協定を締結する海外等の関係機関の推薦を受けた者に対し、次により実施

する。 

 

(1)　選抜の方法 

　　ア　推薦書及び志望理由書 

　　イ　成績証明書 

　　ウ　英語に関する語学力の証明書 

エ　数学に関するレポート 

オ　これまでに履修した教科（数学を除く。）から選択した１教科に関するレポート 

カ　面接 

　　　　出願書類に基づき、面接を実施する。 

　　キ　口頭試問 

　　　　数学に関するレポートに基づき、口頭試問を実施する。 

 

(2)　合格者の決定 

上記 (1) の結果を総合的に判断して決定する。 

 

２　外国人等生徒を対象にした入学者選抜 

 

外国人等生徒に対し、次により実施する。 

 

(1)　選抜の方法 

ア　第１次選抜 

(ｱ)　志望理由書 

(ｲ)　成績証明書 

(ｳ)　英語に関する語学力の証明書 

(ｴ)　数学に関するレポート 

(ｵ)　これまでに履修した教科（数学を除く。）から選択した１教科に関するレポート 

　　イ　第２次選抜 

　　　　第１次選抜における通過者を対象に、次により実施する。 

(ｱ)　面接 

　　　　　出願書類に基づき、面接を実施する。 

(ｲ)　口頭試問 

　　　　　数学に関するレポートに基づき、口頭試問を実施する。 

 

(2)　合格者の決定 

上記 (1) の結果を総合的に判断して決定する。
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令和９年度広島県立併設型中学校入学者選抜の基本方針 

 

 

　併設型中学校の入学者選抜は、次により当該学校に対する意欲・適性等を判断して行うものとする。 

 

１　広島中学校及び三次中学校 

 

(1)　選抜の方法 

ア　適性検査 

　　 (ｱ)　次により、小学校教育において身に付けた総合的な力を検査する。 

　　　　ａ　適性検査１　文章・資料をもとに、課題を発見し解決する過程を多様な方法で表現する。 

　　　　ｂ　適性検査２　テーマ等に基づき、思ったことや考えたこと等を文章で表現する。 

　　 (ｲ)　実施時間は、中学校長が決定する。 

　　イ　志望理由書 

　　ウ　調査書 

 (ｱ)　調査書中の学習の記録の評定については、国語、社会、算数、理科、音楽、図画工作、家庭、

体育及び外国語のそれぞれの教科について５・６年生時のものを指導要録に従って３段階で評

定する。 

(ｲ)　調査書中の学習の記録の観点別学習状況、総合的な学習の時間の記録、特別活動の記録及び

他の記載事項については、選抜の資料として活用する。 

 

(2)　合格者の決定 

　　　上記 (1) の結果を総合的に判断して決定する。 

 

(3)　帰国児童等の特別入学に関する選抜 

　　　適性検査及び面接の結果並びに出願書類を総合的に判断して選抜する。 

 

(4)　広島中学校における特定分野（数学）に特異な才能のある児童に関する選抜 

　　　広島中学校において、特定分野（数学）に特異な才能のある児童を対象に、適性検査及び面接の

結果並びに出願書類を総合的に判断して選抜する。 

 

２　広島叡智学園中学校 

　　 

(1)　選抜の方法 

ア　第１次選抜 

(ｱ)　適性検査 

　ａ　次により、小学校教育において身に付けた総合的な力を検査する。 

(a)　適性検査Ａ　資料から情報を読み取り、条件等に従って筋道を立てて考え、推論する。 

(b)　適性検査Ｂ　資料を多面的に解釈し、経験や知識と結び付けて発想・考察する。 

　ｂ　実施時間は、中学校長が決定する。 
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(ｲ)　志望理由書及び自己紹介書 

(ｳ)　調査書 

ａ　調査書中の学習の記録の評定については、国語、社会、算数、理科、音楽、図画工作、家

庭、体育及び外国語のそれぞれの教科について５・６年生時のものを指導要録に従って３段

階で評定する。 

ｂ　調査書中の学習の記録の観点別学習状況、総合的な学習の時間の記録、特別活動の記録及

び他の記載事項については、選抜の資料として活用する。 

イ　第２次選抜 

第１次選抜における通過者を対象に、２泊３日の共同生活において、次により実施する。 

(ｱ)　グループワーク 

(ｲ)　面接 

  

(2)　合格者の決定 

上記 (1) の結果を総合的に判断して決定する。 

 

３　その他 

 

　　入学者選抜の結果に係る簡易開示については、別に定めるところによる。
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令和９年度広島県立特別支援学校高等部入学者選抜の基本方針 

 

 

　入学者の選抜は、次により各特別支援学校、学科等の特色に配慮しつつ、その教育を受けるに足る能

力・適性等を判定して行うものとする。 

 

第１　一次募集 

１　選抜の方法 

(1)　視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学

校の普通科 

ア　学力検査 

(ｱ)　実施教科は、３教科以上とし、国語、社会、数学、理科及び外国語(英語)の５教科の中か

ら特別支援学校長(以下「校長」という。)が決定する。 

(ｲ)　実施時間は、各教科それぞれ30分から50分の間の時間とし、校長が決定する。 

(ｳ)　配点は、各教科それぞれ50点満点とする。 

(ｴ)　検査問題は、県教育委員会と協議の上、各特別支援学校が作成したもの又は高等学校入学

者選抜の一次選抜における一般学力検査問題を使用する。 

(ｵ)　検査問題は、平成29年文部科学省告示の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領のうち

中学部の内容に準拠した内容とし、基礎的・基本的な知識及び技能の習得の状況並びにこれ

らを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を幅広く検査するよう

配慮して出題する。 

イ　調査書 

 (ｱ)　学習の記録の評定及び合計評点 

ａ  第１学年及び第２学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭

及び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定する。 

ｂ　第３学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及び外国語に

ついては、それぞれ指導要録に従って５段階で評定した評点を３倍する。 

　ｃ  調査書の合計評点は、上記ａ及びｂを合計した225点満点とする。 

(ｲ)　他の記載事項については、選抜の資料として活用する。 

ウ　自己表現　 

(ｱ)　自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人ごとの面

談形式で実施する。 

　　　 (ｲ)　実施時間は、１人当たり原則として10分以内とする。 

(ｳ)　配点は、検査官１人当たり15点満点とする。 

　　　なお、校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 

エ　その他 

　　　(ｱ)　校長は、上記ア、イ、ウに加えて、必要に応じて観点を定め、学校独自検査を実施するこ

とができる。 

　　　　　　なお、学校独自検査の内容等については、校長が決定する。 

(ｲ)　校長は、志願者の障害の状態等に応じて特に必要であると認めた場合、入学者選抜の公平

性の確保に照らした上で、上記ア、イ、ウによらず、選抜を実施することができる。 

また、校長は、知的障害を併せ有する志願者について、(2)に準じて選抜を実施することが

できる。 
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(2)　知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の普通科(職業コースを除く。) 

ア　学力検査 

(ｱ)　検査Ａ及び検査Ｂを実施する。 

(ｲ)　実施時間は、検査Ａ、検査Ｂそれぞれ30分とする。 

(ｳ)　配点は、検査Ａ100点満点、検査Ｂ50点満点で、合計150点満点とする。 

(ｴ)　検査問題は、県教育委員会が作成する。 

(ｵ)　検査Ａは、平成29年文部科学省告示の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領のうち、

中学部の各教科等の内容に準拠したものとし、基礎的・基本的な知識及び技能の習得の状況

並びにこれらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を幅広く検

査するよう配慮して出題する。 

(ｶ)　検査Ｂは、平成29年文部科学省告示の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領のうち、

自立活動の内容を参考とし、情報の処理やコミュニケーション等について把握することを目

的として出題する。 

イ　自己表現　 

(ｱ)　自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人ごとの面

談形式か集団で実施し、実施方法は校長が決定する。 

　　　 (ｲ)　実施時間は、１人当たり原則として10分以内とする。 

(ｳ)　受検者の実態把握を主たる目的とする。 

ウ　その他 

　　   (ｱ)　校長は、上記ア、イに加えて、必要に応じて観点を定め、学校独自検査を実施することが

できる。 

なお、学校独自検査の内容等については、校長が決定する。 

(ｲ)　校長は、志願者の障害の状態等に応じて特に必要があると認めた場合、入学者選抜の公平

性の確保に照らした上で、上記ア、イによらず、選抜を実施することができる。 
　 

(3)　知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の普通科職業コース(以下「職業コー

ス」という。) 

ア　学力検査 

(ｱ)　検査Ａ及び検査Ｂを実施する。 

(ｲ)　実施時間は、検査Ａ50分、検査Ｂ30分とする。 

(ｳ)　配点は、検査Ａ100点満点、検査Ｂ50点満点で、合計150点満点とする。 

(ｴ)　検査問題は、県教育委員会が作成する。 

(ｵ)　検査Ａは、平成29年文部科学省告示の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領のうち、

中学部の各教科等の内容に準拠したものとし、職業生活に必要な基礎的・基本的な知識及び

技能の習得の状況並びにこれらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表

現力等を幅広く検査するよう配慮して出題する。 

(ｶ)　検査Ｂは、平成29年文部科学省告示の特別支援学校小学部・中学部学習指導要領のうち、

自立活動の内容を参考とし、情報の処理やコミュニケーション等について把握することを目

的として出題する。 

イ　作業・運動能力検査 

(ｱ)　実施時間は、50分とする。 

(ｲ)　配点は、200点満点とする。 

(ｳ)　検査は、次の点に配慮して実施する。 

ａ　作業能力検査は、指示の理解度、作業遂行能力、手先の巧緻性等について幅広く検査す

る。 
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ｂ　運動能力検査は、基礎的な運動能力や身体各部位の動き等について幅広く検査する。 

ウ　自己表現　 

(ｱ)　自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人ごとの面

談形式で実施する。 

(ｲ)　実施時間は、１人当たり原則として10分以内とする。 

(ｳ)　配点は、検査官１人当たり15点満点とする。 

　 　なお、校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 
 

(4)　視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の専門教育を主とする学科(以下「専

門教育を主とする学科」という。) 

ア　学力検査 

(ｱ)　検査問題は、県教育委員会と協議の上、学科の特色に応じ、当該校が作成する。 

(ｲ)　実施時間は、各教科等それぞれ90分以内とする。 

(ｳ)　配点は、学科の特色に応じて、校長が決定する。 

イ　調査書 

(ｱ)　学習の記録の評定 

各教科・科目について、それぞれ指導要録に従って５段階で評定する。 

(ｲ)　他の記載事項については、選抜の資料として活用する。 

ウ　自己表現　 

(ｱ)　自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人ごとの面

談形式で実施する。 

　     (ｲ)　実施時間は、１人当たり原則として10分以内とする。 

(ｳ)　配点は、検査官１人当たり15点満点とする。 

　　  なお、校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 

エ　学校独自検査 

　　　 　 校長は、学科の特色に応じ、学科に関連する学校独自検査を実施することができる。 

　　　　  なお、学校独自検査の内容等については、校長が決定する。 

 

２　合格者の決定 

(1)　視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学

校の普通科 

校長は、学力検査、調査書、自己表現及び必要に応じて実施した学校独自検査の配点の比重を

定め、それらの結果を総合的に判断して決定する。 

なお、１(1)エ(ｲ)に基づいて実施した選抜については、その選抜内容の結果を総合的に判断し

て決定する。 
 

(2)　知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の普通科（職業コースを除く。） 

校長は、学力検査及び必要に応じて実施した学校独自検査の結果を総合的に判断して決定す

る。 

なお、１(2)ウ(ｲ)に基づいて実施した選抜については、その選抜内容の結果を総合的に判断し

て決定する。 
 

　 (3)　職業コース 

　　　　校長は、学力検査、作業・運動能力検査及び自己表現の配点の比重を定め、それらの結果を総

合的に判断して決定する。 
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(4)　専門教育を主とする学科 

校長は、学力検査、自己表現及び学科の特色に応じて実施した学校独自検査の配点の比重を定

め、それらの結果並びに調査書を総合的に判断して決定する。 

 

第２　二次募集 

　１　実施学校・対象学科 

普通科(職業コースを除く。)並びに一次募集における合格者(入学を辞退した者を除く。)の数が

入学定員に満たない職業コース及び専門教育を主とする学科において実施する。 

 

２　選抜の方法 

一次募集と同様の選抜の方法により実施する。ただし、学力検査を除く。 

　　なお、校長は、上記に加えて、学力検査を除いた学校独自検査を定め、実施することができる。 

　　　 

３　合格者の決定 

校長は、２で実施する選抜の配点の比重を定め、一次募集に準じて決定する。 

 

第３　その他 

入学者選抜の結果に係る簡易開示については、別に定めるところによる。 
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１　全日制の課程・定時制の課程・フレキシブル課程（定時制・通信制）

一次選抜（併設型高等学校）

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

志願者登録・中学校確認登録 １月５日（火）～１月18日（月）16時 １月22日（木）～２月３日（火）16時

高 等 学 校 確 認 登 録 １月19日（火）～１月22日（金）正午 ２月４日（水）～２月９日（月）正午

１月25日（月）～１月29日（金）正午 ２月12日（木）～２月19日（木）正午

２月３日（水）～２月４日（木） ２月25日（水）～２月27日（金）

２月９日（火） ３月４日（水）

２月12日（金） ３月９日（月）

（帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学に関する選抜も同一日程とする。）

一次選抜（併設型高等学校を除く。）

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

志願者登録・中学校確認登録 １月21日（木）～２月２日（火）16時 １月22日（木）～２月３日（火）16時

高 等 学 校 確 認 登 録 ２月３日（水）～２月８日（月）正午 ２月４日（水）～２月９日（月）正午

２月10日（水）～２月17日（水）正午 ２月12日（木）～２月18日（水）正午

２月10日（水）～２月18日（木）正午 ２月12日（木）～２月19日（木）正午

２月24日（水）～２月26日（金） ２月25日（水）～２月27日（金）

３月３日（水） ３月４日（水）

３月８日（月） ３月９日（月）

（全日制の課程においては、帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学に関する選抜も同一日程とする。）

二次選抜

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

３月11日（木）～３月15日（月）正午 ３月12日（木）～３月16日（月）正午

３月16日（火） ３月17日（火）

３月23日（火）広島市立広島みらい創生高等学校 ３月23日（月）広島市立広島みらい創生高等学校

３月17日（水） ３月18日（水）

３月24日（水）広島市立広島みらい創生高等学校 ３月24日（火）広島市立広島みらい創生高等学校

連携型中高一貫教育に関する選抜

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

志願者登録・中学校確認登録 １月21日（木）～２月２日（火）16時 １月22日（木）～２月３日（火）16時

高 等 学 校 確 認 登 録 ２月３日（水）～２月８日（月）正午 ２月４日（水）～２月９日（月）正午

２月10日（水）～２月18日（木）正午 ２月12日（木）～２月19日（木）正午

２月25日（木）～２月26日（金） ２月26日（木）～２月27日（金）

３月３日（水） ３月４日（水）

３月８日（月） ３月９日（月）

２　通信制の課程

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

２月19日（金）～３月18日（木）正午 ２月20日（金）～３月19日（木）正午

高等学校長が別に定める。 高等学校長が別に定める。

３月末日までに行う。 ３月末日までに行う。

３　秋季入学のための選抜

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

９月１日（水）～９月６日（月）正午 ９月１日（火）～９月４日（金）正午

９月13日（月） ９月11日（金）

９月16日（木） ９月16日（水）

（秋季入学のための選抜の実施日・期間は、令和９年のものである。）

令和９年度広島県公立高等学校入学者選抜日程

内 容

調 査 書 等 提 出

学 力 検 査 ・ 自 己 表 現 等

追 検 査

合 格 者 発 表

内 容

志 願 変 更

調 査 書 等 提 出

学 力 検 査 ・ 自 己 表 現 等

追 検 査

合 格 者 発 表

内 容

出 願 登 録 ・ 調 査 書 等 提 出

内 容

調 査 書 等 提 出

自 己 表 現 等

追 検 査

合 格 者 発 表

内 容

出 願 登 録 等

自 己 表 現 等

合 格 者 発 表

内 容

入 学 願 書 等 受 付

自 己 表 現 等

合 格 者 発 表

出願登録

出願登録

自 己 表 現 等

合 格 者 発 表

出願登録

参考
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＜海外等連携協定に基づく入学者選抜＞

内 容 実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

出 願 書 類 等 受 付 ８月３日（月）～９月18日（金）正午 ８月１日（金）～９月22日（月）正午

面 接 等 10月９日（金） 10月３日（金）、４日（土）

合 格 者 発 表 10月21日（水） 10月22日（水）

＜外国人等生徒を対象にした入学者選抜＞

内 容 実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

出 願 書 類 等 受 付 ８月３日（月）～９月18日（金）正午 ８月１日（金）～９月22日（月）正午

面 接 等 10月10日（土）、10月11日（日） 10月11日（土）、10月12日（日）

合 格 者 発 表 10月21日（水） 10月22日（水）

令和９年度広島県立広島叡智学園高等学校入学者選抜日程

参考
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１　広島中学校及び三次中学校

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

12月21日（月）～１月７日（木）（消印有効） １月５日（月）～１月13日（火）（消印有効）

１月17日（日） １月24日（土）

１月21日（木） １月29日（木）

２　広島叡智学園中学校

実　施　日　・　期　間 【参考】令和８年度選抜

10月26日（月）～11月６日（金）（消印有効） 10月27日（月）～11月７日（金）（消印有効）

11月22日（日） 11月23日（日）

12月25日（金）～12月27日（日） 12月25日（木）～12月27日（土）

１月８日（金） １月９日（金）

令和９年度広島県立併設型中学校入学者選抜日程

内 容

出 願 書 類 等 受 付

適 性 検 査

合 格 者 発 表

　帰国児童等の特別入学に関する選抜、広島中学校における特定分野（数学）に特異な才能のある児童に関する選抜も
　同一日程とする。

内 容

出 願 書 類 等 受 付

第 １ 次 選 抜

第 ２ 次 選 抜

合 格 者 発 表

参考
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５　　 

 
 

令和９年度広島県立特別支援学校高等部入学者選抜日程 

 
 

１　一次募集 

 
２　二次募集 

 内　容 実施日・期間 【参考】令和８年度選抜

 
就 学 区 域 外 出 願 受 付 12 月 18 日(金)～１月 29 日(金)正午 12 月 19 日(金)～１月 30 日(金)正午

 

出願登録

志願者登録・出身

学校確認登録
１月 21 日(木)～２月 10 日(水)16 時 １月 22 日(木)～２月 12 日(木)

 志願先特別支援学

校確認登録
２月 12 日(金)～２月 17 日(水)正午 ２月 13 日(金)～２月 18 日(水)正午

 
調 査 書 等 提 出 ２月 10 日(水)～２月 18 日(木)正午 ２月 12 日(木)～２月 19 日(木)正午

 
学 力 検 査 等

２月 24 日（水）～２月 25日（木） 

（学校により２月 24 日(水)のみを実施日とすることがある。）

２月 25 日（水）～２月 26日（木） 

（学校により２月 25 日(水)のみを実施日とすることがある。）

 
追 検 査 ３月３日（水） ３月４日（水）

 
合 格 者 発 表 ３月８日（月） ３月９日（月）

 内　容 実施日・期間 【参考】令和８年度選抜

 
入 学 願 書 等 受 付 ３月 11日(木)～３月 15日(月)正午 ３月 12日(木)～３月 16日(月)正午

 
自 己 表 現 等 ３月 16日（火） ３月 17日（火）

 
合 格 者 発 表 ３月 17日（水） ３月 18日（水）

参考
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令和８年度公立高等学校等の入学者状況について 

 

 

 

 

【参考】令和７年度入学者数との比較 

 

１ 公立高等学校・特別支援学校高等部                 （単位：人） 

区分 
令和８年度 

入学者数 

令和７年度 

入学者数 
差引増減 

全日制本校 12,806 13,239 ▲433 

全日制分校 32 28 4 

全日制帰国生徒及び 

外国人生徒等 
23 22 1 

定時制 216 255 ▲39 

フレキシブル 424 452 ▲28 

通信制 151 159 ▲8 

特別支援学校高等部 458 431 27 

高等学校専攻科 39 40 ▲1 

特別支援学校高等部専攻科 4 7 ▲3 

合計 14,153 14,633 ▲480 

 

２ 県立中学校                            （単位：人） 

区分 
令和８年度 

入学者数 

令和７年度 

入学者数 
差引増減 

県立中学校 249 280 ▲31 

 

令和８年度広島県公立高等学校、特別支援学校高等部及び広島県立中学校の 

入学者状況は、別紙のとおりです。 

報道提供資料 
令和８年５月15日 

課 名  教育改革課 
担当者  入学者選抜制度推進担当 

主査 昇 耕司 
内 線  4992 
直通電話 082-513-4992 
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令和８年４月30日現在

１　公立高等学校、特別支援学校高等部

（単位：人）

入学定員 入学者数
(A) (B)

普 通 科 9,060 8,718 8,618 7,714 8,032 1,028 ▲ 192

地域社会学科 240 213 212 212 209 31 ▲ 31

農 業 科 600 438 433 416 415 185 20

工 業 科 1,440 1,099 1,079 1,014 1,001 439 ▲ 147

商 業 科 1,160 943 934 920 908 252 ▲ 40

家 庭 科 240 179 177 173 170 70 3

看 護 科 40 44 44 40 40 0 0

福 祉 科 40 13 13 13 11 29 ▲ 7

体 育 科 80 80 80 80 80 0 3

国 際 科 40 18 18 18 16 24 ▲ 21

総 合 学 科 2,200 2,206 2,184 1,939 1,924 276 ▲ 21

小　　　計　a 15,140 13,951 13,792 12,539 12,806 2,334 ▲ 433

１学級 32 32 32 32 4

各校２人以内 26 26 23 23 1

－ 14,009 13,850 12,594 12,861 ▲ 428

19学級 240 233 219 216 ▲ 39

640 487 431 426 424 ▲ 28

270 155 152 152 151 ▲ 8

－ 882 816 797 791 － ▲ 75

－ 466 458 458 458 27

40 39 ▲ 1

16 4 4 4 4 ▲ 3

56 4 4 4 43 ▲ 4

－ 15,361 15,128 13,853 14,153 ▲ 480

（注１）　全日制本校普通科及び定時制のうち、併設型中学校から併設型高等学校（県立三次高等学校、県立広島叡智学園高等学校、

　　　　県立広島高等学校、福山市立福山高等学校）への入学については、入学者選抜を実施しないことから、「入学定員」及び

（注２）　「帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学に関する選抜 c」の「入学定員」、「志願者数」、「受検者数」、「合格者数」

　　　　及び「入学者数」は、全日制本校（併設型高等学校を含む）の各人数の外数である。

（注３）　「通信制 g」の入学定員は、秋季入学の入学定員（東高等学校30人）を除いた人数である。

　

（単位：人）

入学定員 入学者数
(A) (B)

250 820 803 307 249 1 ▲ 31

令和８年度広島県公立高等学校、特別支援学校高等部及び広島県立中学校入学者状況について

全日制分校 ｂ

帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学に関する選抜　c

高等学校（全日制）計 d=a+b+c

定時制　e

(A)-(B) 令和７年度の
入学者数との比較

２　県立中学校

フレキシブル　f

通信制　g
高等学校（定時制・フレキシブル・通信制）

計 h=e+f+g

特別支援学校高等部 i

高等学校専攻科 j

(A)-(B) 令和７年度の
入学者数との比較

全
　
日
　
制
　
本
　
校

県立中学校

区　　　分 志願者数 受検者数 合格者数

区　　　分 志願者数 受検者数 合格者数

特別支援学校高等部専攻科 k

専攻科 計 l=j+k

総　計 d+h+i+l

　　　　「入学者数」には含めているが、「志願者数」、「受検者数」及び「合格者数」には含めていない。
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【全日制本校】 【全日制本校】
入学定員 受検者数 入学者数 入学定員 受検者数 入学者数

(A) (B) (A) (B)

広島国泰寺 普通 240 376 240 0 三原 普通 160 152 148 12

普通【理数】 80 72 80 0 三原東 普通 80 35 30 50

広島市立基町 普通 320 433 320 0 総合技術 電子機械 40 33 32 8

普通【創造表現】 40 46 40 0 情報技術 40 23 23 17

広島市立舟入 普通 280 322 280 0 環境設備 40 23 23 17
普通【国際コミュニケーション】 40 63 40 0 現代ビジネス 40 38 38 2

広島商業 情報ビジネス 320 315 310 10 人間福祉 40 28 27 13
東区 広島市立広島商業 みらい商業 240 184 181 59 食デザイン 40 39 39 1

広島皆実 普通 240 353 240 0 尾道東 普通 120 124 120 0

衛生看護 40 44 40 0 普通【国際教養】 40 35 34 6

体育 40 40 40 0 御調 普通 80 25 24 56

広島工業 機械 80 59 55 25 瀬戸田 普通 40 33 32 8

電気 80 66 64 16 尾道商業 情報ビジネス 200 172 161 39

建築 80 52 46 34 尾道北 総合学科 200 193 191 9

土木 40 39 32 8 因島 総合学科 80 41 40 40

化学工学 40 23 16 24 福山葦陽 普通 320 345 320 0

広島市立広島工業 機械 40 31 40 0 沼南 家政 40 20 20 20

自動車 40 70 40 0 園芸デザイン 40 23 23 17

電気 40 44 40 0 大門 普通 200 213 200 0

情報電子 40 43 40 0 普通【理数】 40 14 20 20

建築 40 43 40 0 福山明王台 普通 280 235 227 53

環境設備 40 31 40 0 神辺旭 普通 200 182 180 20

広島井口 普通 320 436 320 0 体育 40 40 40 0

広島観音 総合学科 280 358 280 0 福山市立福山 普通 200 112 200 0

安古市 普通 320 387 320 0 福山工業 機械 80 70 62 18

安西 普通 80 58 50 30 電気 40 29 26 14

祇園北 普通 280 324 280 0 建築 40 33 32 8

普通【理数】 40 21 31 9 工業化学

広島市立沼田 普通 240 239 238 2 染織システム

普通【体育】 80 88 80 0 電子機械 80 67 65 15

可部 普通 240 180 178 62 福山商業 情報ビジネス 160 75 69 91

高陽 普通 240 216 215 25 福山誠之館 総合学科 320 423 320 0

高陽東 総合学科 240 281 240 0 松永 総合学科 160 82 78 82
安芸区 安芸南 普通 200 199 197 3 神辺 総合学科 200 217 200 0

五日市 普通 240 250 240 0 戸手 総合学科 200 198 192 8

湯来南 普通 40 23 23 17 府中 普通 200 194 191 9

広島市立美鈴が丘 グローカル探究 240 212 209 31 上下 普通 40 13 13 27

広 普通 200 161 158 42 府中東 普通 80 66 65 15

呉宮原 普通 200 187 181 19 インテリア 40 23 23 17

呉三津田 普通 200 198 192 8 都市システム 40 22 22 18

音戸 普通 40 31 30 10 三次 普通 200 127 200 0

呉工業 機械 日彰館 普通 80 45 45 35

材料工学 三次青陵 総合学科 80 82 78 2

電気 庄原格致 普通 80 63 63 17

電子機械 普通【医療・教職】 40 8 8 32

呉商業 情報ビジネス 160 134 133 27 東城 普通 40 22 22 18

呉市立呉 総合学科 160 156 156 4 西城紫水 普通 40 23 23 17

竹原 普通 40 12 12 28 庄原実業 生物生産学 40 16 16 24

商業 40 16 16 24 環境工学 40 18 15 25

忠海 普通 80 22 22 58 食品工学 40 16 14 26

生活科学 40 14 14 26

大竹 総合学科 160 67 65 95大竹市

市区
町名

学校名 学科【コース】 (A)-(B)
市区
町名

安
佐
北
区

佐
伯
区 府

中
市

三
次
市80 30 29 51

40

学科【コース】 (A)-(B)

西
区

安
佐
南
区 40 27 21 19

三
原
市

尾
道
市

福
山
市

広
島
市

中
区

南
区

呉
市

学校名

庄
原
市

18 17 23

竹
原
市
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【全日制本校】 【定時制】
入学定員 受検者数 入学者数

(A) (B)

賀茂 普通 240 258 240 0
広
島
市

安
佐
北
区

可部 普通 1学級 15 14

賀茂北 普通 40 27 27 13 呉工業 機械（技能連携を含む）

黒瀬 普通 80 43 41 39 電気

福祉 40 13 11 29 キャリアデザイン 1学級 5 5

河内 普通 80 49 49 31 三原 普通（午前） 1学級 37 34

豊田 普通 40 42 40 0 普通（夜間） 1学級 12 9

広島 普通 240 61 217 23 広島県尾道南 普通 1学級 18 18

西条農業 園芸 40 38 40 0 因島 普通 1学級 7 7

畜産 40 49 40 0 福山誠之館 普通 1学級 5 5

生活 40 38 40 0 福山葦陽 普通 1学級 17 15

農業機械 40 30 32 8 松永 普通 1学級 8 8

緑地土木 40 34 34 6 芦品まなび学園 普通（午前） 1学級 32 31

生物工学 40 36 40 0 普通（午後） 1学級 19 18

食品科学 40 51 40 0 普通（夜間） 1学級 2 2

廿日市 普通 280 323 280 0 福山工業 機械（技能連携を含む） 1学級 7 6

佐伯 普通 40 38 38 2 電気 1学級 4 4

廿日市西 普通 160 163 160 0 三次 普通 1学級 7 8

宮島工業 機械 80 47 45 35 賀茂 普通 1学級 16 12

電気 廿日市 普通 1学級 6 6

情報技術 宮島工業 機械（技能連携を含む） 1学級 7 5

建築

インテリア 【フレキシブル】
素材システム 40 9 7 33

吉田 探究 120 86 84 36

アグリビジネス 40 16 14 26 キャリアデザイン【平日登校】 240 210 207

向原 普通 40 12 11 29 キャリアデザイン【通信教育】 400 221 217

大柿 普通 40 24 24 16

安芸府中 普通 200 148 140 60 【通信制】
国際 40 18 16 24

海田 普通 200 282 200 0

家政 80 65 59 21 東 普通 270 152 151

熊野 普通 160 135 128 32

加計 普通 40 45 40 0

千代田 普通 80 58 58 22

大崎海星 普通 40 29 29 11

広島叡智学園 普通 60 24 47 13

世羅 普通 80 57 57 23

生活福祉 40 25 25 15

農業経営 40 33 33 7

油木 普通 40 37 34 6

産業ビジネス 40 21 20 20

【全日制分校】

加計・芸北 普通 １学級 32 32

【帰国生徒及び外国人生徒等の特別入学】

広島国泰寺 2 2

広島市立基町 2 1

広島市立舟入 1 1

東区
広島市立広島
商業

1 1

広島皆実 1 1

広島工業 1 1
広島市立広島
工業

1 1

安佐
南区 安古市 1 1

安佐
北区 高陽 1 1

呉三津田 1 1
音戸 1 1
総合技術 1 1

松永 1 1

三次 1 1

庄原格致 1 1

賀茂 2 1

河内 2 2

豊田 1 1

西条農業 1 0

大柿 1 1

安芸府中 1 1

油木 1 1

北広島町

三原市

福山市

広
島
市

市区
町名

呉市

庄原市

東広島市

東
広
島
市

三次市

東広島市

江田島市

福山市

熊野町

80 55 52 28

市区
町名

広島市 中区

廿
日
市
市

市区
町名

学校名

安
芸
高
田
市

世羅町

神石高原町

学科【コース】 (A)-(B)
市区
町名

学校名 学科 入学定員 受検者数 入学者数

呉
市

1学級 9 9

三原市

尾道市

80 69 69 11 廿日市市

福
山
市

学校名 学科【コース】 入学定員 受検者数 入学者数

広島市立広島みらい創生

府中町
市区
町名

学校名 学科

入学定員外で
各校２人以内

入学定員 受検者数 入学者数

海田町

大崎上島町

安芸太田町

北広島町

江田島市

府中町
神石高原町

市区
町名

学校・分校名

中区

南区

三次市

学科 入学定員 受検者数 入学者数

学校名 入学定員 受検者数 入学者数
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【特別支援学校高等部】

中区 広島南 1

東区 広島中央 4

南区 広島市立広島 101

広島 34

広島北 57

呉 21

呉南 22

三原 14

尾道 17

福山 9

福山北 55

沼隈 20

庄原 18

広島西 0

西条 7

黒瀬 35

廿日市 43

【高等学校専攻科】

入学定員 入学者数

(A) (B)

広島市 南区 広島皆実 衛生看護 40 39 1

【特別支援学校高等部専攻科】

入学定員 入学者数

(A) (B)

広島中央 理療科 8 2 6

保健理療科 8 2 6

【県立中学校】

入学定員 入学者数

(A) (B)

三次 70 70 0
広島 140 139 1
広島叡智学園 40 40 0

三次市
東広島市

大崎上島町

広
島
市

東区

市区
町名

東広島市

市区
町名

学校名 学科名

大竹市

廿日市市

三原市

尾道市

庄原市

入学者数

広
島
市 安

佐
北
区

呉市

福山市

市区
町名

学校名

(A)-(B)

(A)-(B)

市区
町名

学校名 学科名 (A)-(B)

学校名
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